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はじめに

京都には，１２００年に及ぶ悠久の歴史の中で育まれてきた文化や伝統と，

寺社を始めとした歴史的建造物，また京町家等による個性ある歴史的町並みが

存在します。そして，そこでは今なお伝統行事や暮らしの文化がいきいきと営

まれ，固有の風情を醸し出しています。

京都市では，この京都固有の歴史的風致を未来に引き継ぐため，「歴史まち

づくり法（正式名：地域における歴史的風致の維持及び向上に関する法律）」

に基づき「京都市歴史的風致維持向上計画」を作成し，平成２１年１１月に国

の認定を受け，計画に基づくまちづくりを推進しているところです。

この度，本市の都市経営の基本となる新たな基本計画「はばたけ未来へ！京

プラン」及びその中で重点戦略に位置付けている岡崎地域において「岡崎地域

活性化ビジョン」を策定しました。それらの策定を受けて「京都市歴史的風致

維持向上計画」の一部を見直すこととしました。

※歴史的風致とは
「地域におけるその固有の歴史及び伝統を反映した人々の活動とその活動が行われる歴史上
価値の高い建造物及びその周辺の市街地とが一体となって形成してきた良好な市街地の環
境」（歴史まちづくり法第１条）



現行の「京都市歴史的風致維持向上計画」の概要

京都市の維持向上すべき歴史的風致は，京都を育んだ豊かな自然と，千年をこえる古都の歴史と文化が織
り成す都市空間および歴史文化遺産群，伝統を受け継ぎ革新を求める人々が営む暮らしの文化や行事，芸術
が一体となって形成されており，日本はもとより世界にも類を見ない，良好な市街地の環境です。
その品格と風情ある京都の歴史的風致を以下の６つの切り口で表現しています。

京都市の維持向上すべき歴史的風致

重点区域

２ 暮らしに息づくハレとケのまち京都

４ 文化・芸術のまち京都※2

６ 京郊の歴史的風致

１ 祈りと信仰のまち京都

３ ものづくり・商い・もてなしのまち京都※1

５ 伝統と進取の気風の地

世界遺産をはじめとする寺
社や身近な祈りの場である寺
社に参詣する人々と，それを
迎える門前町などの人々の営
みが受け継がれています。

西陣や錦，花街など，京町
家をはじめとする歴史的な町
並みの中で，ものづくりや商
い，もてなしの営みが受け継
がれています。

京町家や近代洋風建築など
の歴史的建造物が形成する町
並みの中で，明治以降の近代
化を推進した伝統と進取の気
風に培われた営みが受け継が
れています。

四季を彩る祭礼空間，暮らしの場
である京町家，地域の中心であるお
地蔵さんや番組小学校，京都御苑や
二条城などの歴史の舞台において，
暮らしに息づくハレとケの営みが受
け継がれています。

寺社をはじめ，日々の生活の場で
ある京町家などで，能，狂言や茶の
湯，生け花，美術などの文化・芸術
活動，さらにはそれらを支える様々
な営みが受け継がれています。

伏見や旧街道沿いのまちなど，か
つて都と密接に関わってきた地域で
は，伝統に培われてきた祭礼や日々
の暮らし，生業などの営みが受け継
がれています。

歴史的風致の維持及び向上を図るための施策を重
点的かつ一体的に推進することが特に必要である土
地の区域を重点区域として４地区設定しています。

【計画期間 平成２１年度～平成３０年度】

① 上賀茂地区

② 歴史的市街地地区

③ 歴史的市街地・東寺地区

④ 歴史的市街地・伏見地区

重点区域内を中心として，歴史的建造物の修理・修景事業や，道路の無電柱
化・美装化事業などを実施し，歴史まちづくりを推進しています。

京都の歴史的風致を維持向上するため，平成２１年度に策定した計画です。この計画では，まず「京都市の維
持向上すべき歴史的風致」として，京都で今なお形成されている歴史的風致を示しています。そして，その歴史
的風致を維持向上するために，「基本方針」を設定し，重点的かつ一体的に施策を推進していく地域として「重
点区域」を設定するとともに，重点区域を中心に展開する様々な施策を記載しています。

基本方針

歴史的風致を維持及び向上させるため，７つの基
本方針に基づき歴史まちづくりを進めています。

歴史的建造物を守り育て，それを活かし
たまちづくりの推進

歴史都市・京都にふさわしい風情や品格
のあるまちづくりの推進

など

歴史的風致の維持及び向上に資する施策

※1 写真提供：陶器祭運営協議会
※2 写真：第214回市民狂言会より
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１．重点区域の拡大
「京都市基本計画」の重点戦略の一つに位置付けられ，平成２２年度末に「岡崎地域活性

化ビジョン※」を策定した岡崎地域を含む白河（岡崎・吉田）エリアにおいて，近代建築物等
の歴史的建造物や街路の保全・修景などの取組を推進するため，次のような変更を行います。

新たな「京都市基本計画」の策定等に伴い，現行の計画を次のように見直します。

京都市歴史的風致維持向上計画の変更京都市歴史的風致維持向上計画の変更((案案))の主な内容の主な内容

２．計画期間の延長
本計画は，本市の都市経営の基本となる「京都市基本計画」の分野別計画に位置付けられ

るものです。この度，新たな基本計画として平成２３年度から１０年間の京都の未来像と主要
政策を示す「はばたけ未来へ！ 京プラン」を策定したことを受け，基本計画の計画期間との
整合を図るため，本計画の計画期間を次のように変更します。

② 白河（岡崎・吉田）の歴史的風致の記述を充実します。

① 白河（岡崎・吉田）を新たに重点区域とします。

計画期間を延長します。

変更後の計画期間：平成２１年度～平成３２年度

※ 岡崎地域活性化ビジョン
岡崎地域での「優れた都市景観・環境を将来に保全継承」「世界に冠たる文化・交流ゾ
ーンとしての機能強化」「更なるにぎわいの創出」を図ることを目的として，平成２３年
３月に策定

（ホームページアドレス http://www.city.kyoto.lg.jp/sogo/soshiki/2-11-3-0-0_9.html）

岡崎地域の課題（抜粋）
◆貴重な文化遺産の継承と活用を両
立させる仕組みが不十分。
◆各施設の老朽化，機能強化への対
応が必要。など

実現のための７つの方策（抜粋）
◆山紫水明の岡崎の魅力を創出する琵琶湖疏水と
近代化遺産の保存と活用
◆地域資源を結び，岡崎の総合的な魅力を高める，
保全・創造する景観・まちづくり など

① 白河（岡崎・吉田）の重点区域化

京都固有の歴史的風致である「伝統と進取の気風の地」の中核を成している，1)琵琶湖疏水と
関連施設群（邸宅群，浄水場など），2）文教施設群（岡崎の文化施設や吉田の教育施設など）と
その周辺の市街地を区域として設定します。
なお，景観地区や風致地区により，景観規制がしかれている区域を基本としています。

重点区域拡大の考え方について

③ 白河（岡崎・吉田）を中心とした地域における取組を追加します。

２

既に重点区域として設定している「歴史的市街地地区」を，岡崎地域を含む白河（岡崎・
吉田）の歴史的風致「伝統と進取の気風の地」が形成されているエリアまで拡大します。

＊白河（岡崎・吉田）：本計画では，近代化に大きな役割を果たした，白川の扇状地に広がる岡
崎・吉田及びその周辺を示します。



重点区域拡大（案）

現行の重点区域

拡大を予定
している区域

３



疏水由来の庭園が存在する邸宅群等が広がるエリア
発電所や浄水場等の近代化を象徴する施設が立地するエリア
哲学の道や水路閣など疏水施設が自然風景と一体となって風情を醸し出しているエリア

哲学の道

水路閣

琵琶湖疏水は，京都の近代化のため，明治
２３年（１８９０）に建設されました。
疏水の完成によって，水運，水道事業や市
電敷設等が行われ，京都の近代的まちづくり
の基礎となりました。
また，東山のふもとでは，疏水の豊富な水
を利用した邸宅群が形成されました。
疏水は現在でも京都のまちに水を供給して
おり，哲学の道に代表される四季の移ろい豊
かなその風景は，京都市民にとって欠かせな
いものです。

水路閣

歴史的風致の
形成するエリア

邸宅の町並み

手入れの行き届いた邸宅群の有様
に，凛とした中にも人をもてなす心
を感じます。悠然とした門構え，続
く塀や垣は，その内に特別な空間の
存在を思わせます。
そして，邸宅群などでのそれらの
営みが，風情豊かな疏水施設，背後
の東山の風景と一体となって，自然
豊かな四季の移ろいと，近代化への
先人の心意気を感じさせます。

現在でも，その多くが，迎
賓や会合施設としての役割を
果たしており，そのために，
四季を通じて庭の手入れを行
うなど，規模の大きな庭園・
邸宅を日々維持し続けていま
す。春に行われる芽摘み

（名勝 無鄰庵庭園）

伝統的な活動

南禅寺界隈の邸宅群は，
歴史的に海外の要人や賓客
の接待の場，また，重要な
会合の場として使用されて
きました。

形成されている歴史的風致

４

具体事例「琵琶湖疏水と邸宅群」の追加

② 白河（岡崎・吉田）の歴史的風致の記述の充実

重点区域拡大とともに，白河（岡崎・吉田）地域で形成されている歴史的風致をより具体的に
示すため，歴史的風致「伝統と進取の気風の地」の具体事例を次のように追加・充実します。



旧武徳殿での演武大会※２

平安神宮や第４回内国勧業博覧会の跡地，吉田周辺に形成された，文化・交流施設や
高等教育施設等の文教施設群 ，そして，画廊などの文教施設に関連する町並みや，周
辺に形成された良好な住宅地

京都市美術館で催され
る日展等の歴史ある展示
会や，旧武徳殿で行われ
ている武芸活動など，明
治時代以降整備された文
教施設では，文化・芸術
や武芸の活動が続けられ
ています。

伝統的な活動

また，周辺には，古
書店，武具店など，文
教施設を支える営みが
あります。

画廊の町並み

第４回内国勧業博覧会の跡地を中心に，
岡崎から吉田にかけて形成された，美術
館や京都会館，旧武徳殿，高等教育施設
群等の近代建築物などを中心に，由緒あ
る美術展や武芸大会等が行われています。
また，これらを取り巻くまちには，芸
術や教育，武芸に関連する生業が多く存
在しています。これらの施設群，町並み，
営みが一体となって，京都が今なお文
化・芸術，教育，武芸等の中心地のひと
つであり，人々の伝統と進取の気風を感
じさせます。

形成されている歴史的風致

明治２８年，疏水事業の中心の地，岡崎に
おいて，遷都千百年記念事業として，第４回
内国勧業博覧会が行われました。
その跡地を中心として武徳殿や動物園，美
術館等が整備されました。また，その北に位
置する吉田では，京都帝国大学（現京都大
学）をはじめとした高等教育施設群が設置さ
れ，一帯は文教施設の集積地となりました。
また，その周辺には画廊等のような文教活
動を支える営みも行われるようになるととも
に，大学関連の人々が居住した，谷川住宅群
をはじめとした良好な住宅地も形成されまし
た。

教育施設※１

良好な住宅群（谷川住宅群）

美術館

※１ 提供：京都大学 ※２ 協力：京都府剣道連盟

具体事例「文教地区としての白河（岡崎・吉田）」の拡充

５

歴史的風致の
形成するエリア



③ 白河（岡崎・吉田）を中心とした地域における取組

６

岡崎地域活性化推進事業

名勝 無鄰庵庭園の整備

その他

白河（岡崎・吉田）を中心とした地域において，歴史的風致の維持及び向上させるための
次のような取組を行っていきます。

・歴史的風致形成建造物の指定の推進

・未指定文化財庭園の調査

・観光案内標識に関する事業 などの取組を推進していきます。

京都の近代化を象徴する地域である岡崎地域

の更なる魅力向上のため策定した「岡崎地域活

性化ビジョン」（平成２３年３月）に基づき，

近代化遺産等の保存・活用や，岡崎の総合的な

魅力を高める保全・創造の景観・まちづくりな

どを推進するため，官民の関係主体などで構成

するエリアマネジメント組織を設立し，新たな

魅力創出や情報発信などの取組を行うとともに，

京都会館や京都市動物園等の歴史ある文化・交

流施設の再整備を行います。

岡崎地域活性化の核となる
文化・交流施設の集積エリア

七代目小川治兵衛による作庭で知られる名勝無鄰庵庭園

について，保存管理計画を策定し，中長期的に整備を図っ

ていきます。

名勝 無鄰庵庭園

白河（岡崎・吉田）を中心とした地域における取組
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京都市歴史的風致維持向上計画 

 

地域における歴史的風致の維持及び向上に関する法律第５条に基づき，次のとおり歴史的

風致の維持及び向上に関する計画を策定する。 

 

名 称 ：京都市歴史的風致維持向上計画 

主 体 ：京都市 

計画期間 ：平成２１年度～平成３２年度 

 

総論                                                    

 

１ 計画策定の背景 

京都は平安遷都以来，１２００年を超える悠久の歴史を積み重ねてきた都市である。 
現代の大都市でもある歴史都市・京都は，多様な要素が重層的かつ複合的に存在して

いる文化と蓄積された歴史の中で，三方の山々と鴨川，桂川などに代表される山紫水明

の豊かな自然と，世界遺産を含む数多くの歴史資産や風情ある町並みとが融合して，地

域ごとに特色ある多様な歴史的風致が形成され，それらが重なり合って全体として京都

らしい歴史的風致が育まれてきた。 
このような京都の歴史的風致とは，本来，京都特有の自然環境の中で伝統として受け

継がれてきた都の文化と町衆による生活文化が色濃く映し出されているものであり，

日々の暮らしや生業等の都市の営みを通じて，京都独特の品格と風情が醸し出されてき

たものである。また，時の移ろいとともに変化する町の佇まいや四季折々の彩りが京都

の歴史的風致に奥深さを与えてきた。 
このため，視覚的な眺めだけでなく，光，風，音，香りなど五感で感じられるものす

べてが調和し，背景に潜む永い歴史と人々の心の中に意識されてきた感性や心象も含め

て捉えられ，永らく守るべきものとして認識されてきた。 
しかし，高度経済成長期以降の急速な都市化の進展に伴う，無秩序な都市開発が進み，

市民，事業者，行政の懸命な保全・再生の努力にも関わらず，個人の価値観や生活様式

の変化，偏った経済性・効率性の追求により，京都の歴史的風致をとりまく環境が変容

してきており，このままでは都市の魅力・活力の低下を招きかねない状況となってきた。 
現在の京都の歴史的風致を守り育て，今後，一層光り輝く京都の歴史まちづくりを持

続的に進めることによって，日本のみならず，世界の歴史都市のトップランナーとして，

２１世紀を先導する美しい景観や環境を有する新たな都市像を実現していくことが求

められている。 
 

２ 計画策定の目的と役割 

  京都市における上位計画及び分野別計画 

 

京都市歴史的風致維持向上計画 
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主 体 ：京都市 

計画期間 ：平成２１年度～平成３０年度 

 

総論                                                    

 

１ 計画策定の背景 

京都は平安遷都以来，１２００年を超える悠久の歴史を積み重ねてきた都市である。 
現代の大都市でもある歴史都市・京都は，多様な要素が重層的かつ複合的に存在して

いる文化と蓄積された歴史の中で，三方の山々と鴨川，桂川などに代表される山紫水明

の豊かな自然と，世界遺産を含む数多くの歴史資産や風情ある町並みとが融合して，地

域ごとに特色ある多様な歴史的風致が形成され，それらが重なり合って全体として京都

らしい歴史的風致が育まれてきた。 
このような京都の歴史的風致とは，本来，京都特有の自然環境の中で伝統として受け

継がれてきた都の文化と町衆による生活文化が色濃く映し出されているものであり，

日々の暮らしや生業等の都市の営みを通じて，京都独特の品格と風情が醸し出されてき

たものである。また，時の移ろいとともに変化する町の佇まいや四季折々の彩りが京都

の歴史的風致に奥深さを与えてきた。 
このため，視覚的な眺めだけでなく，光，風，音，香りなど五感で感じられるものす

べてが調和し，背景に潜む永い歴史と人々の心の中に意識されてきた感性や心象も含め

て捉えられ，永らく守るべきものとして認識されてきた。 
しかし，高度経済成長期以降の急速な都市化の進展に伴う，無秩序な都市開発が進み，

市民，事業者，行政の懸命な保全・再生の努力にも関わらず，個人の価値観や生活様式

の変化，偏った経済性・効率性の追求により，京都の歴史的風致をとりまく環境が変容

してきており，このままでは都市の魅力・活力の低下を招きかねない状況となってきた。 
現在の京都の歴史的風致を守り育て，今後，一層光り輝く京都の歴史まちづくりを持

続的に進めることによって，日本のみならず，世界の歴史都市のトップランナーとして，

２１世紀を先導する美しい景観や環境を有する新たな都市像を実現していくことが求

められている。 
 

２ 計画策定の目的と役割 

  京都市における上位計画及び分野別計画 
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図 2-61-1 院政の頃の白河 出典 京都の歴史２ 

 

新(P154) 旧(P153) 

―伝統と進取の気風の地― 

  古都の再生と文教地区の形成 

明治維新により，京都は東京遷都という大きな変動を迎えた。天皇だけでなく，新

政府の官僚，多くの公家衆，各藩の京都詰役人，そして一部の御用商人も京都を離れ

た。そんな逆境にも負けず，伝統と進取の気風を併せ持つ京都の人々は，再生に向か

って自前の産業や都市機能を作り上げ，近代化を成し遂げた。その象徴として琵琶湖

疏水があり，建都千百年記念事業の開催地である岡崎がある。 
この項では，まず近代化に大きな役割を果たした，白川の扇状地に広がる岡崎・吉

田及びその周辺（以下，「白河（岡崎・吉田）」という。）の近世以前までの歴史的背

景を示すとともに，近代化の象徴である琵琶湖疏水について示し，そのうえで，白河

（岡崎・吉田）についての歴史的風致を示していく。 
 

ア 白河（岡崎・吉田）の歴史 
(ｱ) 近世までの歴史 
東山の麓に位置する白河（岡崎・

吉田）は，白川の扇状地として広が

りをもち，背後に東山を従えた自然

風景豊かな土地であって，平安時代

前期より藤原氏等の別業が多く営ま

れる土地であった。 
院政期には，白河天皇による法勝

寺をはじめとする六勝寺が造営され

るとともに，院御所である白河殿が

造営された。この地が院政の中心地

となり，多くの貴族たちが出入りす

るようになると，一般の人々も多く

集まるようになり，平安京と一体化

して「京・白河」と称される副都心

が形成された。 
中世に入り武士の時代になると，

院政期を代表するこれらの寺院建築

群は徐々に姿を消していき，その後

近世にかけては，平安京の近郊農村地としての役割を担うとともに，東海道の

交通の要衝の地としての性格も持つようになった。一方で，室町時代には，亀

山上皇によって創建された南禅寺が京都五山の上に置かれ，五山文化の中心地

としての側面もあった。なお，江戸時代には，現在の清風荘の前身である清風 

―伝統と進取の気風の地― 

  古都の再生と文教地区の形成 

明治維新により，京都は東京遷都という大きな変動を迎えた。天皇だけでなく，新

政府の官僚，多くの公家衆，各藩の京都詰役人，そして一部の御用商人も京都を離れ

た。そんな逆境にも負けず，伝統と進取の気風を併せ持つ京都の人々は，再生に向か

って自前の産業や都市機能を作り上げ，近代化を成し遂げた。その象徴として琵琶湖

疏水があり，建都千百年記念事業の開催地である岡崎がある。 
この項では，まず近代化の象徴である琵琶湖疏水について示し，そのうえで，岡崎

についての歴史的風致を示していく。 
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図 2-61-2 琵琶湖疏水 

図 2-61 琵琶湖疏水 

 

新(P155) 旧(P153) 

館が徳大寺家の別邸として建設されている。 
幕末になると，平安京がにわかに政治の中心地としての色合いを帯び，郊外

であるこの地にも，大規模な藩邸が多く建設された。尾張徳川屋敷が後の京都

帝国大学となる等，これらの藩邸の地が明治以降様々な施設の地として利用さ

れていく。 
(ｲ) 近代化とうるおいをもたらす琵琶湖疏水 

そして明治時代に入り，白河（岡崎・吉田）は大規模な開発が行われ，京都の

近代化にとって大きな役割を果たすことになる。 
京都は，琵琶湖疏水に代表される近

代歴史遺産の宝庫でもあり，この先進

の自負が，京都に暮らす人々にとって

誇りであり，心の拠り所のひとつにも

なっている。 
琵琶湖疏水は，明治維新による東京

遷都で衰退した京都に活力を呼び戻

すため，近代化策（京都策）の事業の

一環として，明治２３年（１８９０）

に建設された。京都にとって，琵琶湖

から水を引くことは長年の夢であっ

た。その後，明治４５年（１９１２）

には，第二琵琶湖疏水が建設され，水

道事業や市電敷設等が行われ，今日に

おける京都の近代的まちづくりの基

礎となるとともに，東山山麓の持つ豊

かな自然環境と疏水の豊富な水量を

利用した南禅寺界隈の邸宅群が形成されていった。 

 
 

 

 

 

 

 

ア 近代化とうるおいをもたらす琵琶湖疏水 

京都には，寺社仏閣だけでなく実は，

琵琶湖疏水に代表される近代歴史遺産

の宝庫でもあり，この先進の自負が，京

都に暮らす人々にとって誇りであり，心

の拠り所のひとつにもなっている。 
東山山麓一帯は，京都の近代化の源と

なった琵琶湖疏水（国史跡）や京都大学

の創設が行われたが，特に琵琶湖疏水

は，明治維新による東京遷都で衰退した

京都に活力を呼び戻すため，近代化策

（京都策）の事業の一環として，明治２

３（１８９０）に建設された。京都にと

って，琵琶湖から水を引くことは長年の

夢であった。疏水によって水運，水道事

業をはじめ発電事業や市電敷設等が行

われ，今日における京都の近代的まちづ

くりの基礎となった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

写真 2-93 琵琶湖疏水 写真 2-94 蹴上発電所(非公開) 

写真 2-94 蹴上発電所(非公開)  

写真 2-93 琵琶湖疏水 

-5-



 

新(P156) 旧(154) 

イ 具体事例 

(ｱ) 琵琶湖疏水と邸宅群 

琵琶湖疏水は，琵琶湖取水地点から伏見区堀詰町で一級河川濠川となる地点

までの「第 1疏水」，第 1疏水取水地点の少し北側から全線トンネルで蹴上付近
で第 1 疏水と合流する「第 2 疏水」，第 2 疏水取水口付近の立坑から全線トン
ネルで安朱で第 2疏水に合流する「第 2疏水連絡トンネル」及び蹴上付近から
分岐して左京区北白川久保田町に至る「疏水分線」からなっている。 
現在，琵琶湖疏水は水道原水のほか，発電，かんがい，防火及び工業などに

利用されており，市民の生活になくてはならないものである。また，琵琶湖疏

水の建設に伴い整備された，蹴上発電所や蹴上浄水場，インクライン等の関連

施設は近代化産業遺産としての認定を受けるなど，京都の近代を代表する建造

物として親しまれている。 
そして，開削から１２０年余りが過ぎようとしている現在においても脈々と

琵琶湖から京都市へ命の水を供給し続けている。その本来機能のみならず，岡

崎では，優れた近代土木景観と緑豊かな水辺空間という観点からも，市民に親

しまれている。例えば南禅寺境内には，当時としては画期的な西洋風建造物の

水路閣が設置され，今日では緑豊かな周囲の歴史的景観によく溶け込んでいる。

また，哲学の道は西田幾多郎などの哲学者らが，歩いた道として知られ，現在

でも春の桜や秋の紅葉をはじめ，多くの人々が散策するなど，疏水沿線は散策

の場として市民に親しまれている。 

   
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
この疏水は，開削から１２０年余りが過ぎようとしている現在においても脈々と

琵琶湖から京都市へ命の水を供給し続けている。その本来機能のみならず，岡崎で

は，優れた近代土木景観と緑豊かな水辺空間という観点からも，市民に親しまれて

いる。例えば岡崎東端には，日本で二番目の開設となる京都市動物園があるが，そ

の脇を流れる琵琶湖疏水の南禅寺舟溜りには，琵琶湖との水位高低差を利用した自

然噴水があり，園内の桜並木と合わせて，市民にとっては欠かせない京都の風景の

ひとつとなっている。 

  
 

 

写真 2-96 南禅寺水路閣 写真 2-95 南禅寺舟溜り  

写真 2-95 哲学の道 写真 2-96 南禅寺水路閣 
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岡崎では，専用管により疏水の水をまず京都市動物園に引き入れ，園内の水路

や池を経て，岡崎道をはさんだ西側の京都市美術館の庭園と北側に位置する平安

神宮神苑（国名勝）へと落とし込んでいる。 
南禅寺界隈でも同様に，野村碧雲荘（重要文化財）や清流亭（重要文化財），

對龍山荘（国名勝），無鄰菴（無鄰庵庭園：国名勝）などいくつもの庭園を次々

と巡る水の道が何ルートも存在する。水の道は時としてまちの中に姿を現し，塀

越しの緑や垣とともに人々の目にうるおいを与えている。全体の仕組みそのもの

が疏水の開通と７代目小川治兵衛という庭師との出会いが生み出した近代の庭

園風景や界わいの風致の形成に重要な役割を果たしている。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
岡崎では，専用管により疏水の水をまず京都市動物園に引き入れ，園内の水路や

池を経て，岡崎道をはさんだ西側の京都市美術館の庭園と北側に位置する平安神宮

神苑（国名勝）へと落とし込んでいる。南禅寺界隈でも同様に，碧雲荘や對龍山荘

（国名勝）などいくつもの庭園を次々と巡る水の道が何ルートも存在する。全体の

仕組みそのものが疏水の開通と７代目小川治兵衛という庭師との出会いが生み出

した近代の庭園風景の形成に重要な役割を果たしている。さらに，哲学の道をはじ

め疏水沿線は散策の場として市民に親しまれている。 
 

 

図 2-61-3 琵琶湖疏水と邸宅群 
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無鄰菴は，山縣有朋が京都市から借地し明治２９年ごろに建設したもので，

七代目小川治兵衛による庭園を持つ，南禅寺邸宅群の先駆けとなった邸宅であ

り，現在，本市の施設として公開している。日出新聞には，明治２８年８月８

日の記事に苑池への疏水からの引水工事を京都市の水利事務所の技手が行う旨

の記載があるほか，無鄰菴の建設についての記事が数々掲載されている。昭和

８年に編纂された「公爵山縣有朋公伝」には，無鄰菴での政財官の有力者との

会見について記載があり，無鄰菴は政財官の有力者との会合の場としても利用

されていたことが分かる。 
界隈の邸宅群は，個人のためだけの施設としてのみ存在したわけではなく，

その中で茶会や園遊会等を催すことを前提とした整備がなされ，実際にも国内

外の招客のための迎賓的な役割を担っていた。大正大礼や昭和大礼が行われた

際に，これらの邸宅群が京都を訪れた皇族等の要人たちの宿舎とされたことも，

その役割の一つと言える。そして，これらの邸宅は所有形態こそ変わってきて

いるが，現在でも迎賓的な施設としての役割を果たしている。 
人をもてなすため，これらの施設では日々庭園等の手入れを行う。七代目小

川治兵衛による庭園を持つ数多くの邸宅が群をなし，また南禅寺をはじめ，庭

園を持つ寺社が多く存在する南禅寺界隈は，日本の庭園技術の粋が集まる場で

あると言えよう。手入れの行き届いた庭園が集積する地では，人々の庭を見る

目が自然と養われ，造園技術が磨かれる。南禅寺界隈では，庭園の花や葉の色

付きはもちろんのこと，春から初夏にかけての芽摘み，お盆前や暮れの手入れ

など，その手入れからも四季を感じずにはいられない。 
人をもてなすこと，そしてそのために，日々手入れを怠らないこと。南禅寺

界隈を歩くと，人をもてなすため手入れの行き届いた邸宅群の有様に，凛とし

た中にも人をもてなす心を感じる。その悠然とした門構え，通りに続く塀や垣

は，内側に特別な空間の存在を思わせる。そして，邸宅群などでのそれらの営 

 

 

写真 2-97 京都市美術館 庭園 写真 2-97-2 邸宅の町並み 写真 2-97-1 京都市美術館 庭園 

-8-



 

新(P159) 旧(P154-155) 

みが，風情豊かな疏水施設，背後の東山の風景と一体となって，自然豊かな四

季の移ろいと，近代化への先人の心意気を感じさせる。 
 

  

 
(ｲ) 建都千百年記念事業と平安神宮 

この疏水事業の中心の地，岡崎において，開削後の明治２８年（１８９５），

建都千百年記念事業として，第４回内国勧業博覧会と平安遷都千百年紀念祭が

開催された。それまで東京を会場としていた内国勧業博覧会の京都における開

催は，当時の総理大臣伊藤博文が，紀念祭との合同開催によって日本の歴史を

世界に向けて示すことを目的に決定したとされている。 
紀念祭場として桓武天皇を祭るため造営された平安神宮（重要文化財）は，

その社殿が平安京大内裏の朝堂院を模したもので，京都の氏神と位置付けられ

た。三条通りから北側の旧粟田口通り（現神宮道）は，平安神宮の表参道とし

て位置付けられ，明治２７年（１８９４）に道路拡張された。昭和３年（１９

２８）には大鳥居（国登録有形文化財）も建築されている。紀念祭の呼び物と

して行われた時代行列は，１１００年にわたる京都の都としての風俗の変遷を

描いており，以後，この行列は「時代祭」と呼ばれて今日まで続けられている。

この紀念祭と内国博は，京都の都としての歴史を再確認するとともに，近代京

都としての出発を強く印象付ける事業となった。 
時代祭は，京都市全域から組織される「平安講社」がその運営に当たり，元

学区と呼ばれる自治組織の連合会が輪番制でこの祭りを担っている。京都御所

から平安神宮に至る時代祭の巡行路は，京都の時代変遷絵巻を彩る行列の舞台

となっている。市民はこの祭の運営を担うことによって，京都の歴史に想いを

いたす特別な時間を過ごす。そして,岡崎の地の平安神宮は，京都の１１００ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 具体事例 

(ｱ) 建都１１００年事業と平安神宮 
この疏水事業の中心の地，岡崎において，開削後の明治２８年（１８９５），

建都千百年記念事業として，第４回内国勧業博覧会と平安遷都千百年記念祭が

開催された。それまで東京を会場としていた内国勧業博覧会の京都における開

催は，当時の総理大臣伊藤博文が，記念祭との合同開催によって日本の歴史を

世界に向けて示すことを目的に決定したとされている。 
記念祭場として桓武天皇を祭るため造営された平安神宮（市指定有形文化

財）は，その社殿が平安京大内裏の朝堂院を模したもので，京都の氏神と位置

付けられた。三条通りから北側の旧粟田口通り（現神宮道）は，平安神宮の表

参道として位置付けられ，明治２７年（１８９４）に道路拡張された。昭和３

年（１９２８）には大鳥居（国登録有形文化財）も建築されている。記念祭の

呼び物として行われた時代行列は，１１００年にわたる京都の都としての風俗

の変遷を描いており，以後，この行列は「時代祭」と呼ばれて今日まで続けら

れている。この記念祭と内国博は，京都の都としての歴史を再確認するととも

に，近代京都としての出発を強く印象付ける事業となった。 
時代祭は，京都市全域から組織される「平安講社」がその運営に当たり，元

学区と呼ばれる自治組織の連合会が輪番制でこの祭りを担っている。京都御所

から平安神宮に至る時代祭の巡行路は，京都の時代変遷絵巻を彩る行列の舞台

となっている。市民はこの祭の運営を担うことによって，京都の歴史に想いを

いたす特別な時間を過ごす。そして,岡崎の地の平安神宮は，京都の１１００ 
 

写真 2-97-3 名勝 無鄰庵庭園 

 

写真 2-97-4 春に行われる芽摘み 

（名勝 無鄰庵庭園）

-9-



 

新(P160) 旧(P155-156) 

年の歴史のシンボルとして存在しているのである。 
平安神宮は，伝統と進取の気風の地である岡崎にふさわしく，伝統を基盤に置

いた新しい試みがなされる場として現在も活躍している。中でも，昭和２５年（１

９５０）に京都市と京都能楽会の共催で始まった京都薪能は，平成２１年（２０

０９）の６月に６０回目を迎え，初夏の京都の風物詩となっている。平安神宮の

拝殿前に特設舞台を組み，四隅には斎
いみ

竹
だけ

を配し，夕闇が迫るころ，かがり火の炎

が揺らめく中で夕闇に浮かび上がる社殿を背景に，幽玄の世界が繰り広げられ

る。 

    

 
このように，伝統と歴史と近代への躍進の地である岡崎では，近代以降，伝

統を基盤とした時代祭や京都薪能などの新しい活動が生まれ，既にそれ自体伝

統として根付いている。これらの活動が，この地の象徴である平安神宮と一体

となって，京都の風物詩として市民に受け入れられ，楽しみの一つとなってい

る。 
 

年の歴史のシンボルとして存在しているのである。 
平安神宮は，伝統と進取の気風の地である岡崎にふさわしく，伝統を基盤に置

いた新しい試みがなされる場として現在も活躍している。中でも，昭和２５年（１

９５０）に京都市と京都能楽会の共催で始まった京都薪能は，平成２１年（２０

０９）の６月に６０回目を迎え，初夏の京都の風物詩となっている。平安神宮の

拝殿前に特設舞台を組み，四隅には斎
いみ

竹
だけ

を配し，夕闇が迫るころ，かがり火の炎

が揺らめく中で夕闇に浮かび上がる社殿を背景に，幽玄の世界が繰り広げられ

る。 

    

 
このように，伝統と歴史と近代への躍進の地である岡崎では，近代以降，伝

統を基盤とした時代祭や京都薪能などの新しい活動が生まれ，既にそれ自体伝

統として根付いている。これらの活動が，この地の象徴である平安神宮と一体

となって，京都の風物詩として市民に受け入れられ，楽しみの一つとなってい

る。 

写真 2-99 時代祭（平安神宮

 

写真 2-98 京都薪能 

 

写真 2-100 大鳥居 写真 2-100 大鳥居 

写真 2-99 時代祭（平安神宮前）

 

写真 2-98 京都薪能 
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(ｳ) 文教地区としての白河（岡崎・吉田） 

紀念祭・内国博に引き続き，博覧会跡地には，シンボルとしての平安神宮を

中心にして，美術館，工業館などの施設が残され，常設の展示場として利用さ

れた。その後，武徳殿（明治３２年（１８９９））が開設されたほか，東宮御慶

事に際して寄せられた寄付を利用し，学術の府を唱える京都市にふさわしい事

業として動物園（明治３６年（１９０３））が整備され，商品陳列所，府立図書

館（明治４２年（１９０９））等が建設された。大正期に入ると大正大礼（大正

４年（１９１５））に伴い，岡崎で大典記念京都博覧会が開催され，第一勧業館

や第二勧業館，商品陳列所などがその会場となった。そして，大礼に際して二

条離宮内に建設された舞楽殿が移築され，京都市公会堂として整備された。ま

た，昭和大礼に際しては，後に記念として大礼紀念京都美術館（現京都市美術

館）（昭和８年（１９３３））が建設されるなど，岡崎は明治以降文教地区とし

て着実に整備されていった。 
この文教地区の整備は，京都が１１００年にわたって培われた伝統と歴史の

基盤の上に，新しい近代西洋文明を受け入れて実現されたものであり，岡崎の

地はここから，新しい京都の産業や文化の拠点として，市民とともに新しい近

代都市景観と，歴史を背景とした新たな文化芸術活動等をつむぎだしてきたの

である。 
岡崎地域内には近代のまちとしての要素となっている数々の建物があるが，

京都市美術館は，その代表的な建築物の一つである。東京から京都に洋画研究

の新たな活動の地を求めてきた浅井忠を慕って，若き画家たちが明治３９年（１

９０６）岡崎の地に，関西最大の洋画研究所「関西美術院」を創設した。ここ

からは安井曽太郎をはじめ梅原龍三郎，須田国太郎らわが国を代表する画家達

が数多く輩出し，京都は日本的洋画の発展のメッカとなった。現在もその伝統

は続いており，昭和８年（１９３３）に完成した京都市美術館，そして国立京

都近代美術館とともに，岡崎の地に美術の香りを醸している。 
京都市美術館は，明治４０年（１９０７）に「文展」として始まった１００

年もの歴史を誇る「日展」が開催されることで知られる。  
明治４０年（１９０７）に創設された「文展」は東京で開催されたが，明治

４３年（１９１０）の第４回は京都でも誘致し，「京都市博覧会館」で催した。

その後，東京と京都での開催が定着し，京都市勧業館を主会場に，毎年行われ

ていたのだが，昭和８年（１９３３）に「京都市美術館」が開館すると，まさ

にふさわしい会場として歓迎され，その後京都市美術館の主要な催しの一つと

なった。「文展」は「帝展」という名称を経て昭和２１年（１９４６）には「日

展」と改称され，京都以外の地方展も行われるようになり，現在に至っている。 

(ｲ) 文教地区としての岡崎 

記念祭・内国博に引き続き，博覧会跡地には，シンボルとしての平安神宮を

中心にして，美術館，工業館などの施設が残され，常設の展示場として利用さ

れた。その後，東宮御慶事に際して寄せられた寄付を利用し，学術の府を唱え

る京都市にふさわしい事業として，武徳殿（明治３１年（１８９８））が開設

されたほか，動物園（明治３６年（１９０３）），商品陳列場，府立図書館（明

治４２年（１９０９）），大正期以降も京都市公会堂，大礼紀念京都美術館（現

京都市美術館）（昭和８年（１９３３））などが建設され，文教地区として整備

されていった。 
 
 
 
 
この文教地区の整備は，京都が１１００年にわたって培われた伝統と歴史の

基盤の上に，新しい近代西洋文明を受け入れて実現されたものであり，岡崎の

地はここから，新しい京都の産業や文化の拠点として，市民とともに新しい近

代都市景観と，歴史を背景とした新たな文化芸術活動等をつむぎだしてきたの

である。 
岡崎地区内には近代のまちとしての要素となっている数々の建物があるが，

京都市美術館は，その代表的な建築物の一つである。東京から京都に洋画研究

の新たな活動の地を求めてきた浅井忠を慕って，若き画家たちが明治３９年

（１９０６）岡崎の地に，関西最大の洋画研究所「関西美術院」を創設した。

ここからは安井曽太郎をはじめ梅原龍三郎，須田国太郎らわが国を代表する画

家達が数多く輩出し，京都は日本的洋画の発展のメッカとなった。現在もその

伝統は続いており，昭和８年（１９３３）に完成した京都市美術館，そして国

立京都近代美術館とともに，岡崎の地に美術の香りを醸している。 
京都市美術館は，明治４０年（１９０７）に「文展」として始まった１００

年もの歴史を誇る「日展」が開催されることで知られる。 
明治４０年（１９０７）に創設された「文展」は東京で開催されたが，明治

４３年（１９１０）の第４回は京都でも誘致し，「京都市博覧会館」で催した。

その後，東京と京都での開催が定着し，京都市勧業館を主会場に，毎年行われ

ていたのだが，昭和８年（１９３３）に「京都市美術館」が開館すると，まさ

にふさわしい会場として歓迎され，その後京都市美術館の主要な催しの一つと

なった。「文展」は「帝展」という名称を経て昭和２１年（１９４６）には「日

展」と改称され，京都以外の地方展も行われるようになり，現在に至っている。 
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新(P162) 旧(157) 

現在，「日展」においては，日本画，洋画，彫刻，工芸美術，書の５部門で構

成され，今なお公募展の中では最高の権威を誇っている。 
毎年春に開催される，新進作家の登竜門としても知られる「京展」は，昭和

１０年（１９３５）に始まる「市展」の流れを汲む全国公募展であり，日本画，

洋画，彫刻，工芸，書，版画の６部門で構成される。 
旧武徳殿（重要文化財）は遷都千百年記念事業の一環として明治３２年に造

営された我が国最古の演舞場で，桓武天皇が平安京武徳殿で武技を奨励したこ

とに因んでおり，落成式の様子が同年５月５日の日出新聞に掲載されている。

現在でも現役の武道場として活躍しており，毎年５月のゴールデンウィークに

は，明治２８年の武徳祭大演武会に由来する，全日本剣道演武大会（京都大会）

等の，武道家にとって大切な大会等が行われている。大会の当日には，旧武徳

殿からは武道の音がこだまし，周辺では武具等の市が立ち，多くの武道家で賑

わう。 
 

 
 

 
 

現在，「日展」においては，日本画，洋画，彫刻，工芸美術，書の５部門で構

成され，今なお公募展の中では最高の権威を誇っている。 
毎年春に開催される，新進作家の登竜門としても知られる「京展」は，昭和

１０年（１９３５）に始まる「市展」の流れを汲む全国公募展であり，日本画，

洋画，彫刻，工芸，書，版画の６部門で構成される。 
また，平安神宮参道として整備された神宮道の沿道には，多くの画廊が存在し，

様々な美術品が展示され，芸術のまちとしての雰囲気を醸し出している。 
 

写真 2-102-4 旧武徳殿での演武大会の様子２

提供：京都府剣道連盟

 

写真 2-102-3 旧武徳殿での演武大会の様子１ 

協力：京都府剣道連盟 

写真 2-102-2 旧武徳殿 

 

写真 2-101-1 京都市美術館 

-12-



 

新(163) 旧(P157) 

他にも，前川國男が設計し，昭和３５年（１９６０）に開館したモダニズム

建築・京都会館は平成２１年現在，既に４９年の歴史を持ち，多くの音楽や演

劇，芸能を市民が身近に楽しめる場として，そして市民の文化的欲求を満たす

文化創生の拠点として，長く愛されている。労演で親しまれる京都労働者演劇

鑑賞会などは開館当初から続くもので，会館とともに歴史を刻んできた。また，

明治３６年（１９０３）年に全国で２番目に開園した動物園は，市民の寄付金

と市債により建設された動物園として最も古い歴史を持っており，現在でも幅

広い世代の市民に愛されている。 

  

 
その北に位置する吉田界隈では，明治

２２年に大阪から移転した第三高等中学

校を皮切りに，京都帝国大学等の高等教

育施設群が次々と設置された。現在でも，

京都大学本部構内正門（旧第三高等中学

校正門）（国登録有形文化財）や，京都大

学人文科学研究所附属漢字情報研究セン

ター（国登録有形文化財）等の近代建築

が教育施設として存在しており，岡崎と

ともに白河（岡崎・吉田）一帯が文教地区としての様相を呈している。 
 

これらの施設を取り巻くまちでは，関連する生業を営む店舗によるまちが形

成されている。平安神宮参道として整備された神宮道の沿道には，多くの画廊

が存在し，様々な美術品が展示され，芸術のまちとしての雰囲気を醸し出して

いる。また，旧武徳殿の周辺には，武具店が点在しているほか，一帯に古書店

等も存在し，文教施設を支える営みが続けられている。また，今出川通に面し

た知恩寺では，毎年秋に古本市が開催され，平成２２年で３４回を数える。そ

こに並べられている古書は，一般の書籍とともに，学術書や美術書等も並べら

れており，地区の特色が表れている。 
さらに，周辺には神楽岡の住宅開発（谷川住宅群等）や北白川の住宅開発等 

他にも，前川國男が設計し，昭和３５年（１９６０）に会館したモダニズム建

築・京都会館は平成２１年現在，既に４９年の歴史を持ち，多くの音楽や演劇，

芸能を市民が身近に楽しめる場として，そして市民の文化的欲求を満たす文化創

生の拠点として，長く愛されている。労演で親しまれる京都労働者演劇鑑賞会な

どは開館当初から続くもので，会館とともに歴史を刻んできた。 
 
 
 

 
 

 

写真 2-102-1 京都会館 

 
写真 2-102-2 京都市動物園 

写真 2-102 京都会館 

 

写真 2-101 京都市美術館 

写真 2-102-3 京都大学本部 

構内正門・時計台 提供：京都大学
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新(P164) 旧(P158) 

の良好な住宅地が多く形成され，これらの住宅地には京都大学の関係者も多く

住まいした。これらの住宅地は，現在でも良好な住宅地として存在し，往時の

姿を今に伝えている。 

  

 

 
 

このように，岡崎の文教地区では，日展等の展

覧会や演劇公演等の芸術活動が，京都市美術館や

京都会館をはじめとした近代洋風建築群を舞台

として行われ，さらに周辺で営まれる画廊などの

風景と一体となって，文教地区としての風情を醸

し出し，訪れる人々は，薫り高い文化と芸術の世

界を感じている。 
 

 

図 2-62 岡崎と疏水 

 
図 2-62 文教施設 

 

写真 2-103-1 画廊と鳥居 

 

写真 2-103-2 良好な住宅群（谷川住宅群） 

写真 2-103 画廊と鳥居 
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新(P165) 旧(P158) 

このように，岡崎の文教地区では，内国博の跡地を中心に，岡崎から吉田に

かけて形成された，京都市美術館や京都会館，旧武徳殿，高等教育施設群をは

じめとした近代建築群等を舞台として，日展等の展覧会や演劇公演などの芸術

活動，武道大会等が行われている。また，これらを取り巻く町には，芸術や教

育，武芸に関連する生業が多く存在している。 
これらの施設群，町並み，営みが一体となり，文教地区としての風情を醸し

出し，訪れる人々は，これらの施設群，町並み，営みを通し，京都が今なお伝

統と進取の気風を持ち，文化・芸術，教育，武芸等の中心地のひとつであるこ

とを感じる。 
ウ 古都の再生と文教地区の形成に見る歴史的風致 

白河（岡崎・吉田）は，東山の山並みを背景に，１１００年にわたる都として

の歴史を想い起こさせる平安神宮と，伝統を基盤とした新たな文化活動の拠点と

しての役割を担う京都市美術館等の数々の近代建築や山麓に形成された邸宅群

が，ケヤキや桜の並木，疏水の流れ，また，そこで行われる伝統と革新の文化活

動と一体となって，人工と自然とが融合する，独自の地域を作り出し，訪れる人々

は文化の香りを楽しんでいる。 
 

  大都市を支えた地域 

伝統と進取の気風に富んだ京都の商業・業務の特徴は，伝統的な産業と近代化産

業が相互に刺激し合い交じり合いながら発展し，また大都市として古くから活発な

消費活動が行われてきたことである。 
この項では，東海道の西の起点に位置し，近世以降の商業・業務の中心地として,

大都市を支えてきた三条通りを事例として，大都市を支えた地域の歴史的風致を示

していく。 
 
ア 具体事例 

(ｱ) 三条通 

平安京の三条大路にほぼ該当する東西路で，天正１８年（１５９０）豊臣秀

吉が三条大橋を架橋，近世には東海道の西の起点であり，高瀬川の船着場に近

接しているなど，物流や情報が集まる地域として賑わった場所であり，京都の

中心地として旅籠や両替商，飛脚問屋などが集積していた。こうした繁栄は明

治期に継承され，公共建築，銀行，事務所，繊維関連の大商社，文化施設など

近代建築が建ち並ぶ京都の中心商業・業務地として，脚光を浴びた地域である。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ウ 古都の再生と文教地区の形成に見る歴史的風致 

岡崎は，東山の山並みを背景に，１１００年にわたる都としての歴史を想い起

こさせる平安神宮と，伝統を基盤とした新たな文化活動の拠点としての役割を担

う京都市美術館等の数々の近代洋風建築が，ケヤキや桜の並木，疏水の流れ，ま

た，そこで行われる伝統と革新の文化活動とが一体となって，人工と自然とが融

合する，独自の地域を作り出し，訪れる人々は文化の香りを楽しんでいる。 
 
 

  大都市を支えた地域 

伝統と進取の気風に富んだ京都の商業・業務の特徴は，伝統的な産業と近代化産

業が相互に刺激し合い交じり合いながら発展し，また大都市として古くから活発な

消費活動が行われてきたことである。 
この項では，東海道の西の起点に位置し，近世以降の商業・業務の中心地として,

大都市を支えてきた三条通りを事例として，大都市を支えた地域の歴史的風致を示

していく。 
 
ア 具体事例 

(ｱ) 三条通 

平安京の三条大路にほぼ該当する東西路で，天正１８年（１５９０）豊臣秀

吉が三条大橋を架橋，近世には東海道の西の起点であり，高瀬川の船着場に近

接しているなど，物流や情報が集まる地域として賑わった場所であり，京都の

中心地として旅籠や両替商，飛脚問屋などが集積していた。こうした繁栄は明

治期に継承され，公共建築，銀行，事務所，繊維関連の大商社，文化施設など

近代建築が建ち並ぶ京都の中心商業・業務地として，脚光を浴びた地域である。 
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新(P215) 旧(P208) 

３ 京都市の歴史的風致の維持及び向上に関する現状と課題 

  歴史的建造物の課題 

京都には，世界遺産を始めとした歴史的建造物が古代から近代にいたるまで各時代

の遺産が重層的に存在し，その類型も寺社を始めとする歴史遺産から市街地環境を形成

している京町家まで様々であり，その数は国指定，市指定の文化財件数だけを数えても，

２７０件余りを超えている。また，指定建造物以外にも十分に調査が行き届いていない

こと等から指定に至っていない，文化財や景観的な価値を有する歴史的建造物が多く存

在しており，次に示す京町家の例でもわかるように，その多くが老朽化等の理由により

消失の危機に瀕している。 
京都のまちなか景観の基盤を構成し，歴史的風致の重要な構成要素であり，京都の

まちの歴史と文化の象徴ともいえる京町家等が日ごとに消失し続けている。 
平成１０年に行った「京町家まちづくり調査」では，約２万８０００軒の京町家が

確認されているが，その後の追跡調査により，都心部において年間約２％の割合で町家

が失われていることが判明した。単純計算で，およそ５０年後には京町家が姿を消して

しまうことになる。 
高度経済成長期以降，家族の形やライフスタイルが変わり，職住分離が当たり前に

なった産業構造の変化など，現代社会の大きな変化が，町家を残すことが難しい要因と

なっている。 
更に，平成１５年度京町家まちづくり調査から，京町家居住者の多くが住み続ける

上での問題点として，耐震化・防火性の問題，維持修繕費用の問題，周辺がビル・マン

ション化して住みづらい，相続税の問題などを挙げており，様々な要素により町家の維

持を困難にしていることがわかっている。かつては大工をはじめ左官，建具屋などが各

町内に住んでいることが多く，それらの人々が町内の町家の補修やメンテナンスを施

し，町家の維持に貢献してきたが，産業形態の変化とともにそれらの仕事に従事する居

住者が減ったことも町家の維持を困難にしている。 

 

３ 京都市の歴史的風致の維持及び向上に関する現状と課題 

  歴史的建造物の課題 

 
 
 
 
 
 
 
京都のまちなか景観の基盤を構成し，歴史的風致の重要な構成要素であり，京都の

まちの歴史と文化の象徴ともいえる京町家等が日ごとに消失し続けている。 
平成１０年に行った「京町家まちづくり調査」では，約２万８０００軒の京町家が

確認されているが，その後の追跡調査により，都心部において年間約２％の割合で町

家が失われていることが判明した。単純計算で，およそ５０年後には京町家が姿を消

してしまうことになる。 
高度経済成長期以降，家族の形やライフスタイルが変わり，職住分離が当たり前に

なった産業構造の変化など，現代社会の大きな変化が，町家を残すことが難しい要因

となっている。 
更に，平成１５年度京町家まちづくり調査から，京町家居住者の多くが住み続ける

上での問題点として，耐震化・防火性の問題，維持修繕費用の問題，周辺がビル・マ

ンション化して住みづらい，相続税の問題などを挙げており，様々な要素により町家

の維持を困難にしていることがわかっている。かつては大工をはじめ左官，建具屋な

どが各町内に住んでいることが多く，それらの人々が町内の町家の補修やメンテナン

スを施し，町家の維持に貢献してきたが，産業形態の変化とともにそれらの仕事に従

事する居住者が減ったことも町家の維持を困難にしている。 
  

 
 
 
 
 
 
 
                  
 
 
 
 

 

 
写真3-21 四条烏丸から比叡山を見る（昭和10（1935）年頃） 写真3-22 四条烏丸から比叡山を見る（平成20（2008）年） 

 
写真3-21 四条烏丸から比叡山を見る（昭和10（1935）年頃） 写真3-22 四条烏丸から比叡山を見る（平成20（2008）年） 
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  地域まちづくりの課題 

京都は，個々の地域が自然，歴史，文化等に培われた地域固有の特性を有しており，

市民をはじめあらゆる主体の協働により，それぞれの地域の個性を活かした歴史まち

づくりを推進していくことが求められている。しかしながら，近年は住環境の変化等

からひととひととのつながりが希薄になり，地域コミュニティが弱まりつつあると言

われている。また，地域で活動する様々な団体の活動は活発になってきているが，地

域まちづくりの推進のためには，各団体間の連携や取組のさらなる活性化が課題とな

っている。 
京都の都心部では，多くの人が集まり，交流する中から，産業が生まれ，その産業

を生業とする人々の定住が進んだ。そして定住者の生活を支える産業が形成され，そ

こに新たな職を求めて新たな人が入ってくるという，定住と産業が相互にかかわりな

がら拡大してきた歴史がある。 
既存事業者や住民は新しい人々を受け入れ，経済的な豊かさを維持し，その豊かな

生活が祭りなどの文化を育てた。そして，より豊かに住むための工夫が町家の奥深い

魅力をつくり，安心して住み続けるための知恵がコミュニティの絆を深め，京都を日

本文化の重層的な集積地へと高めていった。 
このようにして京都は密度の高い都心居住が保たれ，互いに関わり合いながら暮ら

す人々の営みによりコミュニティが成熟されたことで，伝統的な町並みや同業者町の

形成に代表される京都らしい都市空間が形づくられると共に，町内会や元学区を単位

としたコミュニティが祭などの生活文化を支え，京町家でのくらしに代表される京都

の生活文化を伝えてきた。  
しかし，新たに建設された中高層のオフィスやマンションなどが京都の町並みの原

風景である低層木造建築物が連続する姿を次第に変容させるとともに，伝統産業の低

迷による事業所の転廃業等も重なり，職住共存の居住形態や生活様式が変化してい

る。 
また，マンション建設等により，地域の居住人口は増加しているが，地域コミュニ

ティは衰退し，新たな地域の担い手が少なくなり，地域内の住民の交流の促進機能，

生活文化の維持・継承機能が弱まっている。 
 

  地域まちづくりの課題 

 
 
 
 
 
 
 
京都の都心部では，多くの人が集まり，交流する中から，産業が生まれ，その産業

を生業とする人々の定住が進んだ。そして定住者の生活を支える産業が形成され，そ

こに新たな職を求めて新たな人が入ってくるという，定住と産業が相互にかかわりな

がら拡大してきた歴史がある。 
既存事業者や住民は新しい人々を受け入れ，経済的な豊かさを維持し，その豊かな

生活が祭りなどの文化を育てた。そして，より豊かに住むための工夫が町家の奥深い

魅力をつくり，安心して住み続けるための知恵がコミュニティの絆を深め，京都を日

本文化の重層的な集積地へと高めていった。 
このようにして京都は密度の高い都心居住が保たれ，互いに関わり合いながら暮ら

す人々の営みによりコミュニティが成熟されたことで，伝統的な町並みや同業者町の

形成に代表される京都らしい都市空間が形づくられると共に，町内会や元学区を単位

としたコミュニティが祭などの生活文化を支え，京町家でのくらしに代表される京都

の生活文化を伝えてきた。  
しかし，新たに建設された中高層のオフィスやマンションなどが京都の町並みの原

風景である低層木造建築物が連続する姿を次第に変容させるとともに，伝統産業の低

迷による事業所の転廃業等も重なり，職住共存の居住形態や生活様式が変化してい

る。 
また，マンション建設等により，地域の居住人口は増加しているが，地域コミュニ

ティは衰退し，新たな地域の担い手が少なくなり，地域内の住民の交流の促進機能，

生活文化の維持・継承機能が弱まっている。 
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  基本方針 

 

ア 歴史的建造物を守り育て，活かしたまちづくりを推進する。 
 イ 歴史都市・京都にふさわしい風情や品格のあるまちづくりを推進する。 
 ウ 地域力によるまちづくりを推進する。 
 エ 自然と共生し，「木の文化」を大切にするまちづくりを推進する。 
 オ 人が主役の歩いて楽しいまちづくりを推進する。 
 カ 文化芸術を活かしたまちづくりを推進する。 
 キ 伝統産業を活かしたまちづくりを推進する。 
 
 

  実現のための方策 

ア 歴史的建造物等に対する既存の保全制度や取組の継続・拡充 

京都は，わが国のみならず世界を代表する歴史都市であり，それを構成する世界

文化遺産をはじめとする様々な歴史的建造物や史跡名勝，更には，群をなす優れた伝

統的建造物など，市内に点在する歴史遺産を積極的に保存し，活用を図る。 
また，これら歴史遺産の周辺には，京町家をはじめとする歴史的建造物が点在し，

風情ある町並み景観を形成するとともに，伝統文化や伝統技術を継承するうえにおい

ても重要な役割を果たしており，積極的にこれらの建造物の保全・再生を図る。 
これまで，文化財の指定・登録をしているものについては，文化財保護法及び京

都市文化財保護条例に基づき，保存と活用に努めているが，京都府近代和風建築総合

調査・京町家まちづくり調査，大学との連携による未指定文化財庭園の調査などによ

り把握が期待される未指定文化財の指定・登録を推進する。 
歴史遺産の周辺にある歴史的建造物については，京都市独自の歴史的景観保全修

景地区及び界わい景観整備地区の両制度や街なみ環境整備事業制度の活用，京都市独

自の指定制度である歴史的意匠建造物や景観重要建造物の指定により，京町家などの

伝統的な建造物による町並みの保全・整備を推進してきたが，これまでの取組を歴史

まちづくりの一環として捉え，更なる歴史的建造物の保全・整備を推進する。 
また，京都における歴史的風致の重要な構成要素である京町家について，「京町家

まちづくり調査」を行い，その調査結果を踏まえながら景観重要建造物や歴史的風致

形成建造物の指定を推進し，更には，年々減少する京町家の保全に関し，民間事業者

等による京町家の活用を推進するため，「京町家を活用したい人」，「京町家に住みた

い人」と「京町家を残していきたい所有者」の需要と供給のマッチングを図る新たな

仕組づくりの検討などを図る。 
 

イ 景観の保全・再生施策や周辺環境の整備の推進 

(ｱ) 景観の保全・再生施策の推進 

 

  基本方針 

 

ア 歴史的建造物を守り育て，活かしたまちづくりを推進する。 
 イ 歴史都市・京都にふさわしい風情や品格のあるまちづくりを推進する。 
 ウ 地域力によるまちづくりを推進する。 
 エ 自然と共生し，「木の文化」を大切にするまちづくりを推進する。 
 オ 人が主役の歩いて楽しいまちづくりを推進する。 
 カ 文化芸術を活かしたまちづくりを推進する。 
 キ 伝統産業を活かしたまちづくりを推進する。 
 
 

  実現のための方策 

ア 歴史的建造物等に対する既存の保全制度や取組の継続・拡充 

京都は，わが国のみならず世界を代表する歴史都市であり，それを構成する世界

文化遺産をはじめとする様々な歴史的建造物や史跡名勝，更には，群をなす優れた

伝統的建造物など，市内に点在する歴史遺産を積極的に保存し，活用を図る。 
また，これら歴史遺産の周辺には，京町家をはじめとする歴史的建造物が点在し，

風情ある町並み景観を形成するとともに，伝統文化や伝統技術を継承するうえにお

いても重要な役割を果たしており，積極的にこれらの建造物の保全・再生を図る。 
これまで，文化財の指定・登録をしているものについては，文化財保護法及び京

都市文化財保護条例に基づき，保存と活用に努めているが，京都府近代和風建築総

合調査・京町家まちづくり調査などにより把握が期待される未指定文化財の指定・

登録を推進する。 
歴史遺産の周辺にある歴史的建造物については，京都市独自の歴史的景観保全修

景地区及び界わい景観整備地区の両制度や街なみ環境整備事業制度の活用，京都市

独自の指定制度である歴史的意匠建造物や景観重要建造物の指定により，京町家な

どの伝統的な建造物による町並みの保全・整備を推進してきたが，これまでの取組

を歴史まちづくりの一環として捉え，更なる歴史的建造物の保全・整備を推進する。 
また，京都における歴史的風致の重要な構成要素である京町家について，「京町家

まちづくり調査」を行い，その調査結果を踏まえながら景観重要建造物や歴史的風

致形成建造物の指定を推進し，更には，年々減少する京町家の保全に関し，民間事

業者等による京町家の活用を推進するため，「京町家を活用したい人」，「京町家に住

みたい人」と「京町家を残していきたい所有者」の需要と供給のマッチングを図る

新たな仕組づくりの検討などを図る。 
 

イ 景観の保全・再生施策や周辺環境の整備の推進 

(ｱ) 景観の保全・再生施策の推進 
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に対して，財団法人京都市景観・まちづくりセンターと連携しながら，これらの取組

の拡充を図り，地域における歴史まちづくりの取組を推進していく。 
活性化ビジョンが策定された岡崎地域では，関係主体により構成されるエリアマ

ネジメント組織を設立するなど，官民多くの主体の連携によるまちづくりを推進す

る。 
 

エ 豊かな自然を守り育てる取組の推進 

「木の文化」を育んできた三方の山々の保全・再生は，森林所有者をはじめ，市

民・事業者など多様な主体が森林に関わりを持ち，積極的に利活用することにより実

現される。そのため，環境モデル都市として国の選定を受けた本市が策定した「環境

モデル都市行動計画」の中に示すシンボルプロジェクトの一つである「木の文化を大

切にするまち・京都」の実現に向け，市民・事業者・行政が協力して，山紫水明の豊

かな自然を守るとともに，山間地等の自然を守る取組を推進する。 
この取組の中で，市内産木材の利用を促進する「京の山杣人（そまびと）工房」，

「みやこ杣木（そまぎ）」事業の推進，間伐材のガードレール等への活用，そして公

共施設の木造化の率先的推進を目指すとともに，公共建築物での利用の拡大により，

民間建築物における市内産木材の利用促進の誘導を掲げており，積極的に公共施設等

へ市内産木材の活用を図っていく。併せて，市内産木材を京町家などの歴史的建築物

や工芸，伝統祭事に地域産木材を利用する地産地消の仕組を構築するとともに，市民

が森林や木材に親しむなどの森林と都市の新たな関係作りを目指している。 
また，この取組の一つとして，三山の森林林相のあるべき方向性を明確にした，

三山森林景観保全・再生ガイドラインを作成し，市民が三山の森林において，積極的

な森林景観保全・再生活動に取り組む際の指針として，また，樹種の変更や伐採，植

樹等の森林の現状変更行為の規制と誘導に係る指針として，更には歴史的風土特別保

存地区買入地等の京都市所有地での維持管理のアクションプランとして活用を図っ

ていく。 
 

オ 「歩くまち・京都」の取組の推進 

歴史的風致をとりまく市街地環境の保全を図るため，ゆったりと歴史や伝統を感

じることができ，歩く魅力のあるまちづくりの推進を図る。 
その取組として，人と公共交通優先の「歩くまち・京都」を実現するため，都心

地域における交通環境の改善や交通渋滞が起きている現状について，地球温暖化対策

や景観保全の観点も踏まえ，「人が主役の魅力あるまちづくり」を推進し，その改善

を図る。 
具体的には，京都の活力と魅力が凝縮された歴史的都心地区（四条通，河原町通，

御池通及び烏丸通に囲まれた地区をいう。）を中心とした「まちなか」において， 

に対して，財団法人京都市景観・まちづくりセンターと連携しながら，これらの取

組の拡充を図り，地域における歴史まちづくりの取組を推進していく。 
 
 
 
 

エ 豊かな自然を守り育てる取組の推進 

「木の文化」を育んできた三方の山々の保全・再生は，森林所有者をはじめ，市

民・事業者など多様な主体が森林に関わりを持ち，積極的に利活用することにより

実現される。そのため，環境モデル都市として国の選定を受けた本市が策定した「環

境モデル都市行動計画」の中に示すシンボルプロジェクトの一つである「木の文化

を大切にするまち・京都」の実現に向け，市民・事業者・行政が協力して，山紫水

明の豊かな自然を守るとともに，山間地等の自然を守る取組を推進する。 
この取組の中で，市内産木材の利用を促進する「京の山杣人（そまびと）工房」，

「みやこ杣木（そまぎ）」事業の推進，間伐材のガードレール等への活用，そして公

共施設の木造化の率先的推進を目指すとともに，公共建築物での利用の拡大により，

民間建築物における市内産木材の利用促進の誘導を掲げており，積極的に公共施設

等へ市内産木材の活用を図っていく。併せて，市内産木材を京町家などの歴史的建

築物や工芸，伝統祭事に地域産木材を利用する地産地消の仕組を構築するとともに，

市民が森林や木材に親しむなどの森林と都市の新たな関係作りを目指している。 
また，この取組の一つとして，三山の森林林相のあるべき方向性を明確にした，

三山森林景観保全・再生ガイドラインを作成し，市民が三山の森林において，積極

的な森林景観保全・再生活動に取り組む際の指針として，また，樹種の変更や伐採，

植樹等の森林の現状変更行為の規制と誘導に係る指針として，更には歴史的風土特

別保存地区買入地等の京都市所有地での維持管理のアクションプランとして活用を

図っていく。 
 

オ 「歩くまち・京都」の取組の推進 

歴史的風致をとりまく市街地環境の保全を図るため，ゆったりと歴史や伝統を感

じることができ，歩く魅力のあるまちづくりの推進を図る。 
その取組として，歩行者と公共交通優先の「歩いて楽しいまち」を実現するため，

都心地域における交通環境の改善や交通渋滞が起きている現状について，環境保全

の観点も踏まえ，「人が主役の魅力あるまちづくり」を推進し，その改善を図る。 
具体的には，京都の魅力と活力が凝縮した歴史的都心地区（四条通，河原町通，

御池通及び烏丸通に囲まれた地区）において，京都市のメインストリートである四 
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第４章 重点区域の位置及び区域 

１ 京都市の重点区域の設定の方針について 

京都は平安遷都以来，１２００年に渡って同一場所に存在し，各時代時代の各種文化

財をはじめとした有形無形の歴史的資産が重層的に共存し，それらが市民の暮らしの中

に溶け込み，京都特有の歴史的風致を形成している。  
このような京都特有の歴史的風致を形成している区域は第２章で述べているように，

市全域に渡り存在しているが，そのうち，歴史的風致の維持及び向上を図るための施策

を重点的かつ一体的に推進することが特に必要であると認められる以下の区域を重点

区域として設定していく。  
  歴史的風致に資する町並みや人々の営みが消失しつつある地域 

  現に，良好な歴史的風致に資する町並みや人々の営みがある地域のうち，このまま

放置すれば歴史的風致の維持向上に支障を来たすと考えられる区域で，町並み保全

施策や地域の環境整備を図り，地域の担い手の機運をより一層高め，歴史まちづく

りに重点的に取り組むべき区域  

 

２ 本計画の重点区域の位置及び範囲の選定について 

第１章の文化財の分布で示しているように，京都市には，世界文化遺産の寺社・城以

外にも，国指定をはじめ府・市指定の文化財など約２，８００件を超す文化財があり,
文化財に指定されていない京町家をはじめとする歴史的建造物を加えると，相当数の歴

史遺産が存在し，それらの歴史遺産の分布は京都市内の広範囲の地域にわたっている。 
これらの歴史遺産の背景を成す京都の自然景観を保全するため，京都市では，昭和５

年の風致地区の指定以来，市街地周辺の地域において，昭和４１年に制定された「古都

における歴史的風土の保存に関する特別措置法」による規制と土地の買入事業の実施や

風致地区条例による規制と誘導，更には平成７年の自然風景保全条例の制定等により，

山ろく部の住宅地や市街地の背景をなす三方の山並みの保全を図ってきた。 
一方，市街地では，昭和４７年から京都市市街地景観条例により美観地区による規制

を行い，市街地景観の維持・向上に努めてきたが，平成に入り，都市開発の大きな流れ

の中，その圧力の高い都心部をはじめとする既成市街地において，風情ある都市景観は

消失の危機にあった。そのため，平成７年から平成８年にかけ，まちづくり審議会から

の答申を踏まえた条例改正や屋外広告物条例の全面改正等を行うとともに，美観地区の

拡大や面的整備地区の地区指定制度の創設により景観保全の施策を拡充し，市街地景観

の保全を図ってきた。更には，平成１６年の景観法の制定を受け，平成１９年９月の新

景観政策により，更なる規制の強化を図っている。 
これらを踏まえ，本計画では，江戸期から明治期には既に市街地が形成又は市街化が

進められた地域であり，今なお歴史的風致を形成している地域のうち，文化財等の歴史

的建造物が集中している地域の中で，次のような区域を重点区域に設定する。 
  市街化の進行による歴史的風致の消失の進行を防止するため，景観法に基づく厳し 

第４章 重点区域の位置及び区域 

１ 京都市の重点区域の設定の方針について 

京都は平安遷都以来，１２００年に渡って同一場所に存在し，各時代時代の各種文化

財をはじめとした有形無形の歴史的資産が重層的に共存し，それらが市民の暮らしの中

に溶け込み，京都特有の歴史的風致を形成している。  
このような京都特有の歴史的風致を形成している区域は第２章で述べているように，

市全域に渡り存在しているが，そのうち，歴史的風致の維持及び向上を図るための施策

を重点的かつ一体的に推進することが特に必要であると認められる以下の区域を重点

区域として設定していく。  
  歴史的風致に資する町並みや人々の営みが消失しつつある地域 

  現に，良好な歴史的風致に資する町並みや人々の営みがある地域のうち，このまま

放置すれば歴史的風致の維持向上に支障を来たすと考えられる区域で，町並み保全

施策や地域の環境整備を図り，地域の担い手の機運をより一層高め，歴史まちづく

りに重点的に取り組むべき区域  

 

２ 本計画の重点区域の位置及び範囲の選定について 

第１章の文化財の分布で示しているように，京都市には，世界文化遺産の寺社・城以

外にも，国指定をはじめ府・市指定の文化財など約２，８００件を超す文化財があり,
文化財に指定されていない京町家をはじめとする歴史的建造物を加えると，相当数の歴

史遺産が存在し，それらの歴史遺産の分布は京都市内の広範囲の地域にわたっている。 
これらの歴史遺産の背景を成す京都の自然景観を保全するため，京都市では，昭和５

年の風致地区の指定以来，市街地周辺の地域において，昭和４１年に制定された「古都

における歴史的風土の保存に関する特別措置法」による規制と土地の買入事業の実施や

風致地区条例による規制と誘導，更には平成７年の自然風景保全条例の制定等により，

山ろく部の住宅地や市街地の背景をなす三方の山並みの保全を図ってきた。 
一方，市街地では，昭和４７年から京都市市街地景観条例により美観地区による規制

を行い，市街地景観の維持・向上に努めてきたが，平成に入り，都市開発の大きな流れ

の中，その圧力の高い都心部をはじめとする既成市街地において，風情ある都市景観は

消失の危機にあった。そのため，平成７年から平成８年にかけ，まちづくり審議会から

の答申を踏まえた条例改正や屋外広告物条例の全面改正等を行うとともに，美観地区の

拡大や面的整備地区の地区指定制度の創設により景観保全の施策を拡充し，市街地景観

の保全を図ってきた。更には，平成１６年の景観法の制定を受け，平成１９年９月の新

景観政策により，更なる規制の強化を図っている。 
これらを踏まえ，本計画では，江戸期から明治期には既に市街地が形成され，今なお

歴史的風致を形成している地域のうち，文化財等の歴史的建造物が集中している地域の

中で，次のような区域を重点区域に設定する。 
  市街化の進行による歴史的風致の消失の進行を防止するため，景観法に基づく厳し 
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  い規制を課している景観地区の中でも特に旧市街地型美観地区又は歴史遺産型美観

地区に指定している区域を中心に，山並み背景型美観地区や山ろく型美観地区の一

部※１，及びそれらの区域で形成されている歴史的風致に関連した施設や町並みが広

がる区域であって，市街地周辺部の無秩序な土地利用による歴史的風致の消失を防

止するため都市計画法に基づく風致地区※２に指定されている地域 

本市では，昭和４７年から美観地区のエリアを中心とした景観保全の取組みを展開し

てきている。 
その理由としては，戦争による空爆被害をほとんど受けず，戦前の町並み景観を継承

している京都が，明治，大正，昭和そして平成の４時期を生きてきた市街地，即ち明治

時代に形成された旧市街地のうち，戦前の町並み景観を地域開発から守るべき地域を中

心として景観保全の取組を進めてきたことによる。 
これらの地域の中心は，平成８年及び１５年に景観特色の維持を目的に景観保全の施

策を拡充した美観地区の範囲であり，現在の旧市街地型美観地区である。 
そして，平成７年の条例改正で町並みの保全・整備を図る地区指定制度として創設し

た「歴史的景観保全修景地区」及び「界わい景観整備地区」を景観地区の認定制度に移

行し，歴史遺産型美観地区として引き続き保全を図っている。 
さらに，昭和４７年より東山の山並みを背景として美観地区に指定した地域は，上記

の旧市街地型美観地区及び山並み背景型美観地区として保全を図っている。 
 

  歴史的風致を維持向上させる取組の速やかな実施が求められている地域において，歴

史的建造物の修理・修景，道路や公園等の歴史的風致維持向上施設の整備などのハー

ド事業と歴史的資産周辺の交通環境の整備，伝統産業・伝統文化の活性化等のソフト

事業の両面による各種取組を総合的に実施し，歴史的風致の維持向上をより確実に推

進できる区域 

具体的には，これらに当てはまる区域として以下の４つの地区を選定し，重点区域に

設定する。 
  ア 歴史的市街地地区 
 イ 歴史的市街地・東寺地区 
 ウ 歴史的市街地・伏見地区 
  エ 上賀茂地区 

 

なお，今回設定する４つの地区以外にも，三方の山々の山ろく部や街道筋のまちにおい

て，世界遺産をはじめとした様々な歴史的建造物や史跡・名勝など，市内各所に数多くの

歴史的資源が点在し，人々に歴史の記憶を呼び起こすとともに，その資源を拠り所に様々

な活動が行われ，地域に対する愛着の源になっている。  
今後，それらの地域における歴史まちづくりの機運の高まりや地域からの提案，保全施

策との連携などを踏まえながら，歴史まちづくりの推進を図っていく。 

  い規制を課している景観地区の中でも特に旧市街地型美観地区又は歴史遺産型

美観地区（※１）に指定している区域 

 

 

 

本市では，昭和４７年からこれらのエリアを中心に景観保全の取組みを展開してき

ている。 
その理由としては，戦争による空爆被害をほとんど受けず，戦前の町並み景観を継

承している京都が，明治，大正，昭和そして平成の４時期を生きてきた市街地，即ち

明治時代に形成された旧市街地のうち，戦前の町並み景観を地域開発から守るべき地

域を中心として景観保全の取組を進めてきたことによる。 
これらの地域は，平成８年及び１５年に景観特色の維持を目的に景観保全の施策を

拡充した美観地区の範囲であり，現在の旧市街地型美観地区である。 
そして，平成７年の条例改正で町並みの保全・整備を図る地区指定制度として創設

した「歴史的景観保全修景地区」及び「界わい景観整備地区」を景観地区の認定制度

に移行し，歴史遺産型美観地区として引き続き保全を図っている。 
 
 
 

  歴史的風致を維持向上させる取組の速やかな実施が求められている地域において，

歴史的建造物の修理・修景，道路や公園等の歴史的風致維持向上施設の整備などの

ハード事業と歴史的資産周辺の交通環境の整備，伝統産業・伝統文化の活性化等の

ソフト事業の両面による各種取組を総合的に実施し，歴史的風致の維持向上をより

確実に推進できる区域 

具体的には，これらに当てはまる区域として以下の４つの地区を選定し，重点区域

に設定する。 
  ア 歴史的市街地地区 
 イ 歴史的市街地・東寺地区 
 ウ 歴史的市街地・伏見地区 
  エ 上賀茂地区 

 

なお，今回設定する４つの地区以外にも，三方の山々の山ろく部や街道筋のまちにお

いて，世界遺産をはじめとした様々な歴史的建造物や史跡・名勝など，市内各所に数多

くの歴史的資源が点在し，人々に歴史の記憶を呼び起こすとともに，その資源を拠り所

に様々な活動が行われ，地域に対する愛着の源になっている。  
今後，それらの地域における歴史まちづくりの機運の高まりや地域からの提案，保全

施策との連携などを踏まえながら，歴史まちづくりの推進を図っていく。 
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３ 重点区域の歴史的風致の維持及び向上の効果 

重点区域内にある歴史的・文化的資源は産業，伝統行事，伝統芸能，建築，工芸，

庭園等の伝統技術の蓄積等が行われる場として，地域の新たな文化を創造する源とし

て，また，当該地域を訪れる来訪者が地域の歴史や伝統を体感する場としても大きな

価値を持つものである。 
重点区域における歴史的風致の維持及び向上を図ることは，人々に拠り所と愛着を

もたらし，それが伝統の継承，新たな文化の創造につながり，歴史的風致を活かした

京都の魅力の向上につながる。 
更に，京都の魅力の向上は，観光の振興にもつながる。この魅力を国内外に発信し，

多くの人々と交流を深めることが，また新たな文化を創造するとともに，相互理解を

深め，日本文化の拠点都市としての活力を高める大きな原動力となる。 
そして，観光産業のみならず，農林業，製造業，卸・小売業などの産業への需要創

出効果につながり，京都市全体の歴史的風致の維持向上に寄与することが期待できる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 重点区域の歴史的風致の維持及び向上の効果 

重点区域内にある歴史的・文化的資源は産業，伝統行事，伝統芸能，建築，工芸，

庭園等の伝統技術の蓄積等が行われる場として，地域の新たな文化を創造する源とし

て，また，当該地域を訪れる来訪者が地域の歴史や伝統を体感する場としても大きな

価値を持つものである。 
重点区域における歴史的風致の維持及び向上を図ることは，人々に拠り所と愛着を

もたらし，それが伝統の継承，新たな文化の創造につながり，歴史的風致を活かした

京都の魅力の向上につながる。 
更に，京都の魅力の向上は，観光の振興にもつながる。この魅力を国内外に発信し，

多くの人々と交流を深めることが，また新たな文化を創造するとともに，相互理解を

深め，日本文化の拠点都市としての活力を高める大きな原動力となる。 
そして，観光産業のみならず，農林業，製造業，卸・小売業などの産業への需要創

出効果につながり，京都市全体の歴史的風致の維持向上に寄与することが期待できる。 
 

※１ 旧市街地型美観地区，歴史遺産型美観地区（景観計画から抜粋） 

「旧市街地型美観地区」：歴史的市街地内において，生活の中から生み出された特徴のある形

態意匠を有する建築物が存し，趣のある町並みの景観を形成している地区 

「歴史遺産型美観地区」：世界遺産や伝統的な建築物等によって趣のある町並みの景観を形成

している地区 

※２ 風致地区（景観計画から抜粋） 

 京都市の市街地は，なだらかな東山，北山，西山の三方の山並みに囲まれ，この緑豊かな山々

が市街地景観の背景となっている。その山ろくには，古い社寺等の歴史的建造物や名勝，史跡

が集積しており，この緑豊かな山々と歴史的遺産の集積地，さらに山ろくから広がる緑多い住

宅地を，都市計画法に基づき風致地区として指定し，京都市風致地区条例に基づき風致保全計

画を定め，風致地区内の建築物の新築，宅地の造成，木竹の伐採その他の規制を行い，都市の

風致を維持する。 

※１ 美観地区（景観計画から抜粋）及びその種別（一部） 

 京都御所や二条城，東・西本願寺，東寺等，まちなかに点在する世界遺産をはじめとする歴

史的資産及びその周辺地域，東山への眺望の前景となり数多くの歴史的資産が点在する鴨川か

ら東に位置する鴨東地域，西陣や伏見などの伝統産業の集積により特徴的な町並みが広がる地

域等を，都市計画法に基づく景観地区（美観地区）として指定し，良好な市街地の景観の保全

を図る。 

「山ろく型美観地区」：山すその緑豊かな自然に調和した低層の建築物が立ち並び，良好な町

並み景観を形成している地区 

「山並み背景型美観地区」：背景となる山並みの緑と調和する屋根の形状等に配慮された建築

物が立ち並び，良好な町並みの景観を形成している地区 

「旧市街地型美観地区」：歴史的市街地内において，生活の中から生み出された特徴のある形

態意匠を有する建築物が存し，趣のある町並みの景観を形成している地区 

「歴史遺産型美観地区」：世界遺産や伝統的な建築物等によって趣のある町並みの景観を形成

している地区 
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図4-1 「市街地形成の変遷」と重点区域 

 

 

図4-1 「市街地形成の変遷」と重点区域 

 

重点区域拡大（案） 
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図4-2「国指定文化財の分布」と重点区域 

 

 

図 4-2「国指定文化財の分布」と重点区域 

重点区域拡大（案） 
及び指定の時点修正 
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図4-3 「国登録文化財の分布」と重点区域 

 

 

図4-3 「国登録文化財の分布」と重点区域 

 

重点区域拡大（案） 
及び指定の時点修正 
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図4-4 「府・市指定文化財等の分布」と重点区域 

 

 

図4-4 「府・市指定文化財等の分布」と重点区域 

 

重点区域拡大（案） 
及び指定の時点修正 
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図4-5 「美観地区，美観形成地区及び建造物修景地区に関する指定概要図」と重点区域 

 

 

図4-5 「美観地区，美観形成地区及び建造物修景地区に関する指定概要図」と重点区域 

 

 

重点区域拡大（案） 
及び時点修正 
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４ 重点区域の設定 

以下に各地区の詳細について述べる。 
  重点区域の名称：歴史的市街地地区 

重点区域の面積：約２，４５８ｈａ 

 

ア 地区の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4-6 重点区域図（歴史的市街地地区） 

 

当地区は，平安遷都以来，千年以上にわたり，都の中心として繁栄してきた地域

及び都としての洛中に隣接し時に一体的に捉えられていた地域である。現在でも平

安京の都市構造を基盤とする格子状の道路により市街地が形成され，その中に二条

城や御所，本願寺等をはじめとする歴史遺産や，京町家等で構成される歴史的町並

み，明治以降に導入された近代洋風建築や近代化の象徴として知られる琵琶湖疏水

などの歴史資源が集積している。 
当地区は公家や武家の営み，寺社の営みとともに，町衆による日々の暮らしや産

業活動，地域に根差した祭礼が繰り広げられてきた地区である。現在においても，

京町家等の歴史的建造物を中心にそれらの営みが続けられ，歴史的風致を形成して

いる。祇園祭を支える鉾町や本願寺を中心とした門前町，西陣や清水などの伝統産

業を支えたまち，もてなしを生業とした花街などは，町衆の営みによって歴史的風

致が形成されている地域として当地区を代表する。また，この地区は，概ね明治以

前の町衆の自治単位である「町組」が形成されていた地区で，明治期に「番組」に

改編され，現在においてもそれが自治の単位として強い絆のもと，自主的，自律的 

４ 重点区域の設定 

以下に各地区の詳細について述べる。 
  重点区域の名称：歴史的市街地地区 

重点区域の面積：約１，９０３ｈａ 

 

ア 地区の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4-6 重点区域図（歴史的市街地地区） 

 

平安遷都以来，千年以上にわたり，都の中心として繁栄してきた地域である。現

在でも平安京の都市構造を基盤とする格子状の道路により市街地が形成され，その

中に二条城や御所，本願寺等をはじめとする歴史遺産や，京町家等で構成される歴

史的町並み，明治以降に導入された近代洋風建築などの歴史資源が集積している。 
 
 
当地区は公家や武家の営み，寺社の営みとともに，町衆による日々の暮らしや産

業活動,地域に根差した祭礼が繰り広げられてきた地区である。現在においても，
京町家等の歴史的建造物を中心にそれらの営みが続けられ，歴史的風致を形成して

いる。祇園祭を支える鉾町や本願寺を中心とした門前町，西陣や清水などの伝統産

業を支えたまち，もてなしを生業とした花街などは，町衆の営みによって歴史的風

致が形成されている地域として当地区を代表する。また，この地区は，概ね明治以

前の町衆の自治単位である「町組」が形成されていた地区で，明治期に「番組」に

改編され，現在においてもそれが自治の単位として強い絆のもと，自主的，自律的 
 

御所 

二条城 

御所 

二条城 
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な活動が行われており，歴史的な町並みの保全や伝統に培われた活動を支えている。 
今なお，寺社や京町家等の歴史的建造物の中で，茶の湯や能などの伝統文化が活

発に行われており，それらの活動が歴史的建造物と一体となって歴史的風致を形成

している地域である。 
また，古くから都としての洛中と深いつながりを持ち，明治以降は琵琶湖疏水を

始めとする近代化遺産や近代以降の文教施設等が京都の近代化を牽引した地域を

含む。 
当地区は，そのほとんどが景観計画において市街地景観を形成する重点地域とし

て定めている歴史的市街地（おおむね北大路通，東大路通，九条通，西大路通に囲

まれた地域及び伏見の旧市街地）に含まれており，その中でも，景観法や都市計画

法に基づき定めた景観地区のうち，特に旧市街地型美観地区，歴史遺産型美観地区

に指定している区域，山並み背景型美観地区のうち鴨川より東に位置している区

域，風致地区のうち平安遷都１１００年祭の開催や邸宅群，琵琶湖疏水等に関連す

る町並みが形成されている地域等を中心に，一部山ろく型美観地区，沿道型美観地

区，岸辺型美観地区及び沿道型美観形成地区の区域を含む。 
この区域においては，第７章に記載している事業を展開する予定である。 
具体的には，主なハード事業として，京都市の歴史的風致の構成要素であり，地

域内に多く存在している歴史的建造物の修理・修景事業や５花街の一つである上七

軒をはじめとする無電柱化事業を伴う道路修景事業である。 
また，ソフト事業は，市域全域を対象として，京都市の維持向上すべき歴史的風

致である西陣織をはじめとする伝統産業や伝統文化の振興に関する事業を広く展

開している。これらソフトの取組にハード事業の整備を併せて行うことにより，歴

史的風致の維持向上を効果的に推進できることから，本計画での重点区域の設定と

している。 
 
当地区は，下表に示す景観地区及び風致地区を含む。当地区の区域はこれらの区

域その他の景観規制の区域界及び市街化区域界に基づき定めているほか，歴史的風

致に関連する施設の存する範囲によって定めている。 

な活動が行われており，歴史的な町並みの保全や伝統に培われた活動を支えている。 
今なお，寺社や京町家等の歴史的建造物の中で，茶の湯や能などの伝統文化が活

発に行われており，それらの活動が歴史的建造物と一体となって歴史的風致を形成

している地域である。 
 
 
 
当地区は，景観計画において景観形成の重点地域として定めている歴史的市街地

（北大路通，東大路通，九条通，西大路通に囲まれた地域及び伏見の旧市街地）に

含まれており，その中でも，景観法や都市計画法に基づき定めた景観地区のうち，

特に旧市街地型美観地区又は歴史遺産型美観地区に指定している区域を中心に，一

部沿道型美観地区，岸辺型美観地区や沿道型美観形成地区及び風致地区の区域を含

む。 
 
 
この区域においては，第７章に記載している事業を展開する予定である。 
具体的には，主なハード事業として，京都市の歴史的風致の構成要素であり，地

域内に多く存在している歴史的建造物の修理・修景事業や５花街の一つである上七

軒をはじめとする無電柱化事業を伴う道路修景事業である。 
また，ソフト事業は，市域全域を対象として，京都市の維持向上すべき歴史的風

致である西陣織をはじめとする伝統産業や伝統文化の振興に関する事業を広く展

開している。これらソフトの取組にハード事業の整備を併せて行うことにより，歴

史的風致の維持向上を効果的に推進できることから，本計画での重点区域の設定と

している。 
 
当地区の区域は，下表に示す景観地区及び風致地区の区域界に基づき，定めてい

る。 
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当該地区に含まれる景観地区及び風致地区 

景観地区 
山ろく型美観地区  ※地域：北白川・銀閣寺 
山並み背景型美観地区 ※地域：田中・吉田／京都大学周辺／聖護院・吉田山周辺 
岸辺型美観地区（一般地区） 

※地域：哲学の道／岡崎疏水／鴨川東  ／鴨川東  ／鴨川西 
 ／鴨川西 ／高瀬川  

岸辺型美観地区（歴史的町並み地区） 
※地域：白川（岡崎・祇園）／鴨川西 ／高瀬川  

旧市街地型美観地区 ※地域：西陣／御所周辺／鴨東／鴨川／二条城周辺／職住共存   
  ／職住共存  ／本願寺周辺 

歴史遺産型美観地区（一般地区）（祇園新橋伝統的建造物群保存地区，産寧坂伝統的建造
物群保存地区の一部を含む） 
※地域：下鴨神社周辺／御所／二条城／先斗町／祇園・清水寺周 

辺／本願寺 
歴史遺産型美観地区（祇園縄手・新門前歴史的景観保全修景地区） 
歴史遺産型美観地区（祇園南歴史的景観保全修景地区） 
歴史遺産型美観地区（上京小川歴史的景観保全修景地区） 
歴史遺産型美観地区（三条通界わい景観整備地区） 
歴史遺産型美観地区（千両ヶ辻界わい景観整備地区） 
歴史遺産型美観地区（上京北野界わい景観整備地区） 
歴史遺産型美観地区（本願寺・東寺界わい景観整備地区（本願寺地区）） 
沿道型美観地区  （都心部幹線地区） 

※地域：御池通／四条通／五条通／河原町通／烏丸通／堀川通 
沿道型美観地区  （三条通地区） 
沿道型美観形成地区（幹線地区） 

※地域：その他の沿道の一部 
風致地区 
相国寺風致地区 
鴨川風致地区の一部（鴨川特別修景地域・高野川特別修景地域・下鴨神社周辺特別修景 

地域の一部を含む） 
比叡山風致地区の一部（北白川周辺特別修景地域の一部を含む） 
東山風致地区の一部（吉田山特別修景地域，岡崎・南禅寺特別修景地域，円山特別修景 

地域の一部，銀閣寺周辺特別修景地域を含む）（産寧坂伝統的建造 
物群保存地区の一部，東山歴史的風土保存区域の一部（大文字歴 
史的風土特別保存地区の一部）を含む） 

北野風致地区 
紫野風致地区の一部（船岡山周辺特別修景地域） 
 

その他重点区域界の根拠となる景観規制の区域界 

歴史的風土保存区域東山地区の区域界 
自然風景保全地区界（自然風景保全区域を除く区域界） 
東山風致地区    青蓮院・知恩院特別修景地域界（青蓮院・知恩院特別修景地域を除

く区域界） 
 

当該地区に含まれる景観地区及び風致地区 

旧市街地型美観地区 ※地域：西陣／御所周辺／鴨東／鴨川／二条城周辺／職住共存   
  ／職住共存  ／本願寺周辺 

歴史遺産型美観地区（一般地区） 
※地域：下鴨神社周辺／御所／二条城／先斗町／祇園・清水寺周 

辺／本願寺 
歴史遺産型美観地区（祇園縄手・新門前歴史的景観保全修景地区） 
歴史遺産型美観地区（祇園南歴史的景観保全修景地区） 
歴史遺産型美観地区（上京小川歴史的景観保全修景地区） 
歴史遺産型美観地区（三条通界わい景観整備地区） 
歴史遺産型美観地区（千両ヶ辻界わい景観整備地区） 
歴史遺産型美観地区（上京北野界わい景観整備地区） 
歴史遺産型美観地区（本願寺・東寺界わい景観整備地区（本願寺地区）） 
沿道型美観地区  （都心部幹線地区） 

※地域：御池通／四条通／五条通／河原町通／烏丸通／堀川通 
沿道型美観地区  （三条通地区） 
沿道型美観形成地区（幹線地区） 

※地域：その他の沿道の一部 
岸辺型美観地区   ※地域：白川・疎水／鴨川東  ／鴨川東  ／鴨川西     

／鴨川西  ／高瀬川／岡崎・疎水 
紫野風致地区   （船岡山周辺特別修景地域） 
鴨川風致地区の一部（鴨川特別修景地域・下鴨神社周辺特別修景地域の一部を含む） 
相国寺風致地区 
北野風致地区 
東山風致地区の一部（円山特別修景地域の一部／産寧坂伝統的建造物群保存地区） 
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図 4-7 「景観規制図」と重点区域 

 

 
図4-7 「景観規制図」と重点区域 
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図4-8 平安時代 院政以前の歴史的市街地地区周辺（『京都の歴史１ 平安の新京』） 

 

 

 

 

 

図4-8 平安時代 院政以前の歴史的市街地地区周辺（『京都の歴史１ 平安の新京』） 
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図4-9 天明・文化期の歴史的市街地地区周辺（『京都の歴史６ 伝統の定着』） 

 

 

 

図4-9 天明・文化期の歴史的市街地地区周辺（『京都の歴史６ 伝統の定着』） 
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イ 国指定選定文化財の分布 

当地区内で建造物５１件が重要文化財に指定されている。これらは，平安京域内

最古の木造建造物遺構である大報恩寺本堂（千本釈迦堂）（鎌倉時代前期）から，

中世，近世を経て，近代における都市再生期に建築された近代建築に至る，都市の

重層性を現す歴史遺産である。 
また，記念物３０件が国指定記念物に指定されている。この中には，二条城二之

丸庭園（特別名勝）など，世界遺産「古都京都の文化財」の構成遺産となっている

史跡・名勝も含まれている。 
さらに，国指定有形民俗文化財としては，祇園祭の山鉾２９基を含む２件が，当

地区内において指定されている。 
この他，重要伝統的建造物群保存地区に産寧坂地区（門前町）と祇園新橋地区（茶

屋町）の２地区が選定されている。  
 

国指定文化財の京都市，地区内指定件数               （平成２３年４月現在） 

区 分 市内の指定件数 地区内の件数 

重要文化財（建造物） ２０４件 ５１件 

記念物 ９０件 ３０件 

重要有形民俗文化財 ２件 ２件 

重要伝統的建造物群保存地区 ４地区 ２地区 

 

当地区内にある主な国指定文化財は以下のとおりである。 
(ｱ) 北野天満宮 

全国の天満宮の総本社である。秀吉の大茶会で有名であり，現在でも「月釜」

が行われている。また，毎月２５日には境内全域に「天神さん」と親しまれる露

店が開設され，市民の参詣と買物で賑わう。 
境内地は広大で，社殿は，８棟の重要文化財建造物が重厚な雰囲気を醸し出し，

梅園や「史跡御土居」が北野天満宮の悠久の歴史を物語る。また，周辺には花街

である「上七軒」があり，室町時代からの伝統を受け継いでいる。 
(ｲ) 二条城 

２７．４ｈａの全域が史跡指定され，城内には２８棟の国宝・重要文化財建造

物，特別名勝「二条城二之丸庭園」が存在する。日本を代表する城郭・御殿遺構

として，世界遺産「古都京都の文化財」の構成遺産として登録されている。 
王朝文化の中心である京都に在って，二条城は武家文化の象徴として存在し，

京都の歴史文化の重層性を見せる重要な遺構である。全国において唯一残る御殿

建築には，華麗な桃山文化を示す金碧障壁画が当時のままの姿を見せている。 
(ｳ) 旧日本銀行京都支店 

明治３９年辰野金吾設計による「日本銀行京都支店」の遺構であり，京都にお 

イ 国指定選定文化財の分布 

当地区内で建造物４３件が重要文化財に指定されている。これらは，平安京の現

存唯一の建造物遺構である大報恩寺本堂（千本釈迦堂）から，中世，近世を経て，

近代における都市再生期に建築された近代建築に至る，都市の重層性を現す歴史遺

産である。 
また，記念物１６件が国指定記念物に指定されている。この中には，二条城二之

丸庭園（特別名勝）など，世界遺産「古都京都の文化財」の構成遺産となっている

史跡・名勝も含まれている。 
さらに，国指定有形民俗文化財としては，祇園祭の山鉾２９基を含む２件が，当

地区内において指定されている。 
この他，重要伝統的建造物群保存地区に産寧坂地区（門前町）と祇園新橋地区（茶

屋町）の２地区が選定されている。  
 

国指定文化財の京都市，地区内指定件数               （平成２２年２月現在） 

区 分 市内の指定件数 地区内の件数 

重要文化財（建造物） ２０１件 ３８件 

記念物 ８９件 ２３件 

重要有形民俗文化財 ２件 ２件 

重要伝統的建造物群保存地区 ４地区 ２地区 

 

当地区内にある主な国指定文化財は以下のとおりである。 
(ｱ) 北野天満宮 

全国の天満宮の総本社である。秀吉の大茶会で有名であり，現在でも「月釜」

が行われている。また，毎月２５日には境内全域に「天神さん」と親しまれる露

店が開設され，市民の参詣と買物で賑わう。 
境内地は広大で，社殿は，８棟の重要文化財建造物が重厚な雰囲気を醸し出し，

梅園や「史跡御土居」が北野天満宮の悠久の歴史を物語る。また，周辺には花街

である「上七軒」があり，室町時代からの伝統を受け継いでいる。 
(ｲ) 二条城 

２７．４ｈａの全域が史跡指定され，城内には２８棟の国宝・重要文化財建造

物，特別名勝「二条城二之丸庭園」が存在する。日本を代表する城郭・御殿遺構

として，世界遺産「古都京都の文化財」の構成遺産として登録されている。 
王朝文化の中心である京都に在って，二条城は武家文化の象徴として存在し，

京都の歴史文化の重層性を見せる重要な遺構である。全国において唯一残る御殿

建築には，華麗な桃山文化を示す金碧障壁画が当時のままの姿を見せている。 
(ｳ) 旧日本銀行京都支店 

明治３９年辰野金吾設計による「日本銀行京都支店」の遺構であり，京都にお 
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ける明治期の貴重な近代洋風建築として高い評価を受け，重要文化財に指定され

ている。 
現在，京都文化を展示発信する施設である京都文化博物館の別館として利用さ

れ，展示機能に加えてカフェや販売施設，各種音楽会会場としての活用も図られ

ている。 
(ｴ) 祇園新橋重要伝統的建造物群保存地区 

祇園は祇園社をはじめとする鴨東の社寺や鴨川に接して開け，中世以来，庶民

文化を育ててきたところであった。そして，江戸初期に完成した鴨川の築堤工事

は，鴨東への市街地の拡大と遊興の地としての祇園の発展をさらに進めていっ

た。当地区は，祇園外六町に続いて，正徳２年（１７１２年），祇園内六町の茶

屋街として，開発されたのがはじまりである。その後，当地区は，江戸末期から

明治にかけて芝居，芸能と結びついてますます繁栄し，現在では五花街の一つで

ある祇園甲部の一部として今日に至っている。 
当地区では，地区内の建物の約７０％の建物を，伝統的建造物群の特性を維持

していると認め，伝統的建造物として定めている。 
(ｵ) 産寧坂重要伝統的建造物群保存地区 

東山山麓に位置する当地区一帯は，京都の東郊として早くから開けたところ

で，平安京以前からの歴史が重畳し，今も多くの歴史的遺産を有している。 
当地区は，当初，清水寺，法観寺，祇園社などの門前町として始まったが，江

戸時代中期以降は，これらの社寺を巡る道に沿って市街地が形成され，さらに明

治・大正時代に市街地が拡大されて，今日に至っている。町並みの特色としては，

八坂ノ塔（法観寺），高台寺などの由緒ある社寺建築物，産寧坂，二年坂の石段

と折れ曲がった石畳の坂道，そしてこの道に沿って建ち並ぶ江戸時代末期から大

正時代にかけての京町家などが，門前町としての営みと一体となってすぐれた歴

史的風致を形成している。 
また，石塀小路一帯は，明治時代末期から大正時代初期にかけて，貸家経営を

目的とする宅地開発が行われて，今日に至っている。連続する石畳や石塀，石垣

は，当初の様式を保つ和風住宅群と共に大正時代初期の町並みの面影をよく残

し，京都市内でも独特の空間となっている。 
 

ウ 国指定選定以外の指定文化財等 

文化財保護法に基づく国の登録有形文化財として，当地区内において，２１４件

が登録されている。これらを種別で見ると，近代洋風建築５０件，近代和風建築８

３件，社寺３６件，町家４５件となっている。 
また，京都府と京都市においてそれぞれ文化財保護条例が制定され，各条例に基

づき，文化財の指定・登録が行われている。 
京都府文化財保護条例による建造物の保護としては，当地区内において府指定文 

ける明治期の貴重な近代洋風建築として高い評価を受け，重要文化財に指定され

ている。 
現在，京都文化を展示発信する施設である京都文化博物館の別館として利用さ

れ，展示機能に加えてカフェや販売施設，各種音楽会会場としての活用も図られ

ている。 
(ｴ) 祇園新橋重要伝統的建造物群保存地区 

祇園は祇園社をはじめとする鴨東の社寺や鴨川に接して開け，中世以来，庶民

文化を育ててきたところであった。そして，江戸初期に完成した鴨川の築堤工事

は，鴨東への市街地の拡大と遊興の地としての祇園の発展をさらに進めていっ

た。当地区は，祇園外六町に続いて，正徳２年（１７１２年），祇園内六町の茶

屋街として，開発されたのがはじまりである。その後，当地区は，江戸末期から

明治にかけて芝居，芸能と結びついてますます繁栄し，現在では五花街の一つで

ある祇園甲部の一部として今日に至っている。 
当地区では，地区内の建物の約７０％の建物を，伝統的建造物群の特性を維持

していると認め，伝統的建造物として定めている。 
(ｵ) 産寧坂重要伝統的建造物群保存地区 

東山山麓に位置する当地区一帯は，京都の東郊として早くから開けたところ

で，平安京以前からの歴史が重畳し，今も多くの歴史的遺産を有している。 
当地区は，当初，清水寺，法観寺，祇園社などの門前町として始まったが，江

戸時代中期以降は，これらの社寺を巡る道に沿って市街地が形成され，さらに明

治・大正時代に市街地が拡大されて，今日に至っている。町並みの特色としては，

八坂ノ塔（法観寺），高台寺などの由緒ある社寺建築物，産寧坂，二年坂の石段

と折れ曲がった石畳の坂道，そしてこの道に沿って建ち並ぶ江戸時代末期から大

正時代にかけての京町家などが，門前町としての営みと一体となってすぐれた歴

史的風致を形成している。 
また，石塀小路一帯は，明治時代末期から大正時代初期にかけて，貸家経営を

目的とする宅地開発が行われて，今日に至っている。連続する石畳や石塀，石垣

は，当初の様式を保つ和風住宅群と共に大正時代初期の町並みの面影をよく残

し，京都市内でも独特の空間となっている。 
 

ウ 国指定選定以外の指定文化財等 

文化財保護法に基づく国の登録有形文化財として，当地区内において，１５８件

が登録されている。これらを種別で見ると，近代洋風建築４０件，近代和風６１件，

社寺２８件，町家２７件となっている。 
また，京都府と京都市においてそれぞれ文化財保護条例が制定され，各条例に基

づき，文化財の指定・登録が行われている。 
京都府文化財保護条例による建造物の保護としては，当地区内において府指定文 
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化財１１件，府登録文化財３件が指定・登録されている。種別は近世社寺建築１

３件，近代洋風建築１件である。記念物としては，府指定文化財２件（名勝，天然

記念物）が指定されている。 
京都市文化財保護条例による建造物の保護としては，市指定文化財３０件，市登

録文化財１０件が指定・登録されている。これらの種別は，近世社寺建築１５件，

近代洋風建築１１件，近代和風建築２件，町家１０件，その他２件となっている。 
また記念物としては，市指定文化財１８件，市登録文化財６件が指定・登録され

ている。これらは，史跡７件，名勝１３件，天然記念物４件となっている。有形民

俗文化財には，当地区内において，指定有形民俗文化財４件，登録有形民俗文化財

１件が指定・登録されている。 
    

国指定選定以外の文化財の京都市，地区内指定・登録件数                  （平成２３年４月現在） 

区  分 市内の指定・登録件数 地区内の件数 

国登録文化財（建造物） ２７２件 ２１４件

府指定文化財（建造物） ４３件 １１件

府登録文化財（建造物） ４３件 ３件

府指定記念物 ６件 ２件

市指定文化財（建造物） ６８件 ３０件

市登録文化財（建造物） ２４件 １０件

市指定記念物 ６６件 １８件

市登録記念物 ２５件 ６件

市指定重要有形民俗文化財 ８件 ４件

市登録重要有形民俗文化財    ３件 １件

 

エ 景観法，市条例関連の指定物件等 

当地区内に，景観法に基づく景観重要建造物３１件，京都市市街地景観整備条例

に基づく歴史的意匠建造物８７件を指定している。いずれも外観保存を基本とした

制度で，建物の内部については規制の対象外としている。 
また，歴史的町並みの保存・再生を図るため京都市市街地景観整備条例に基づく

歴史的景観保全修景地区を３地区（祇園町地区，祇園縄手・新門前地区，上京小川

地区），界わい景観整備地区を４地区（上京北野地区，千両ヶ辻地区，三条通地区，

本願寺・東寺地区（本願寺地区））指定している。 
 

景観法，市条例関連の京都市，地区内指定件数                         （平成２３年４月現在） 

区  分 市内の指定件数 地区内の件数 

景観重要建造物 ４０件 ３１件 

歴史的意匠建造物 １０８件 ８７件 

 

 

化財４件が指定されている。種別は近世社寺建築３件，近代洋風建築１件である。

記念物としては，府指定文化財１件（天然記念物）が指定されている。 
 
京都市文化財保護条例による建造物の保護としては，市指定文化財２６件，市登

録文化財１１件が指定・登録されている。これらの種別は，近世社寺建築１１件，

近代洋風建築１２件，近代和風建築２件，町家１１件，その他１件となっている。 
また記念物としては，市指定文化財１５件，市登録文化財１件が指定・登録され

ている。これらは，史跡２件，名勝１１件，天然記念物３件となっている。有形民

俗文化財には，当地区内において，指定有形民俗文化財４件，登録有形民俗文化財

１件が指定・登録されている。 
    

国指定選定以外の文化財の京都市，地区内指定・登録件数                  （平成２２年２月現在） 

区  分 市内の指定・登録件数 地区内の件数 

国登録文化財（建造物） ２６３件 １５６件

府指定文化財（建造物） ４２件 ４件

府指定記念物 ６件 １件

市指定文化財（建造物） ６８件 ２６件

市登録文化財（建造物） ２４件 １１件

市指定記念物 ６６件 １５件

市登録記念物 ２５件 １件

市指定重要有形民俗文化財 ８件 ４件

市登録重要有形民俗文化財    ３件 １件

 

 

エ 景観法，市条例関連の指定物件等 

当地区内に，景観法に基づく景観重要建造物２６件，京都市市街地景観整備条例

に基づく歴史的意匠建造物８７件を指定している。いずれも外観保存を基本とした

制度で，建物の内部については規制の対象外としている。 
また，歴史的町並みの保存・再生を図るため京都市市街地景観整備条例に基づく

歴史的景観保全修景地区を３地区（祇園町地区，祇園縄手・新門前地区，上京小川

地区），界わい景観整備地区を４地区（上京北野地区，千両ヶ辻地区，三条通地区，

本願寺・東寺地区（本願寺地区））指定している。 
 

景観法，市条例関連の京都市，地区内指定件数                         （平成２２年２月現在） 

区  分 市内の指定件数 地区内の件数 

景観重要建造物 ３１件 ２６件 

歴史的意匠建造物 １０８件 ８７件 
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歴史的景観保全修景地区 ３地区 ３地区 

界わい景観整備地区 ７地区 ４地区 

 

オ 主な伝統的祭事の一覧 

月 日 年中行事＜場所＞ 内容 
１月 元旦～ 初詣  

１～３日 皇 服
おおぶくふく

茶
ちゃ

＜六波羅蜜寺＞  
２～4日 筆始祭＜北野天満宮＞ 祭神菅原道真は「三聖」とたた

えられた書家として知られる。2
日にその遺愛の「松風の硯」な

どを供え，書道上達を願った神

前書初め「天満書」が 4日まで，
境内絵馬所で行わる。  

８～12日 初ゑびす＜恵美須
え び す

神社＞  
15 日に近い
日曜日 

通し矢＜三十三間堂＞  

15日 とんど＜新熊野
いまくまの

神社＞  
25日 初天神＜北野天満宮＞ 菅原道真の誕生日と亡くなった

25日にちなんで毎月行われる縁
日のうち，１月は初天神，12月

は終
しま

い天神と呼んで，多くの出

店が立ち並ぶ。 
２月 ２～４日 節分祭＜市内各神社＞  

25日 梅花祭＜北野天満宮＞ 梅を好んだ菅原道真をしのん

で，梅の花を供える行事。 
３月 15日 涅槃会＜真如堂＞ 釈迦の命日にちなんだ法要 
４月 １～30日 都をどり＜祇園甲部歌舞

練場＞ 
 

第1日曜～第
3日曜 

京おどり＜宮川町歌舞練

場＞ 
 

8日 花まつり＜西本願寺ほか

＞ 
釈迦の誕生日に行われる行事。

10日 桜花祭＜平野神社＞ 花山天皇が桜の木をお手植えさ

れたいわれにちなむ祭り。 
15～25日  北野をどり＜上七軒歌舞

練場＞ 
 

 

 

歴史的景観保全修景地区 ３地区 ３地区 

界わい景観整備地区 ７地区 ４地区 

 

オ 主な伝統的祭事の一覧 

月 日 年中行事＜場所＞ 内容 
１月 元旦～ 初詣  

１～３日 皇 服
おおぶくふく

茶
ちゃ

＜六波羅蜜寺＞  
２～4日 筆始祭＜北野天満宮＞ 祭神菅原道真は「三聖」とたた

えられた書家として知られる。2
日にその遺愛の「松風の硯」な

どを供え，書道上達を願った神

前書初め「天満書」が 4日まで，
境内絵馬所で行わる。  

８～12日 初ゑびす＜恵美須
え び す

神社＞  
15 日に近い
日曜日 

通し矢＜三十三間堂＞  

15日 とんど＜新熊野
いまくまの

神社＞  
25日 初天神＜北野天満宮＞ 菅原道真の誕生日と亡くなった

25日にちなんで毎月行われる縁
日のうち，１月は初天神，12月

は終
しま

い天神と呼んで，多くの出

店が立ち並ぶ。 
２月 ２～４日 節分祭＜市内各神社＞  

25日 梅花祭＜北野天満宮＞ 梅を好んだ菅原道真をしのん

で，梅の花を供える行事。 
４月 １～30日 都をどり＜祇園甲部歌舞

練場＞ 
 

第1日曜～第
3日曜 

京おどり＜宮川町歌舞練

場＞ 
 

8日 花まつり＜西本願寺ほか

＞ 
釈迦の誕生日に行われる行事。

10日 桜花祭＜平野神社＞ 花山天皇が桜の木をお手植えさ

れたいわれにちなむ祭り。 
15～25日  北野をどり＜上七軒歌舞

練場＞ 
 

５月 
 

１～４日 千本ゑんま堂大念佛狂言

＜千本ゑんま堂（引接寺
いんじょうじ

） 

京の三大念佛狂言のひとつ。 

 

-37-



 

新(P250) 旧(P242) 

５月 
 

１～４日 千本ゑんま堂大念佛狂言

＜千本ゑんま堂（引接寺
いんじょうじ

）＞ 

京の三大念佛狂言のひとつ。 

13日 市比賣
い ち ひ め

祭＜市比賣
い ち ひ め

神社＞  
15日 葵祭＜京都御所・下鴨神

社・上賀茂神社＞ 
 

18日 御霊祭＜上御霊神社＞  
６月 １・２日 京都薪能＜平安神宮＞  

25日 御誕辰
ごたんしん

祭
さい

 大茅
お お ち

の輪
わ

くぐ

り＜北野天満宮＞ 
菅公の生誕日に，楼門に大茅の

輪を掲げる。   

30日 夏越祓
なごしのはらえ

＜市内各神社＞  
７月 １～31日 祇園祭＜八坂神社・各山鉾

町＞ 
 

７日 七夕祭＜北野天満宮・白峯

神宮ほか＞ 
 

８月 ７～10日 六道まいり＜六道珍皇寺

＞ 
 

10月 
 
 

１～５日 瑞饋祭＜北野天満宮＞  
体育の日と

前日・15日 
粟田神社大祭＜粟田神社

＞ 
 

22日 時代祭＜京都御所・平安神

宮＞ 
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21～28日 報恩講＜東本願寺＞ 親鸞聖人をしのんで営まれる法

要。 
26日 御茶壺奉献祭＜北野天満

宮＞ 
豊臣秀吉の「北野大茶の湯」に

ちなんで，新茶をいれた茶つぼ

を奉納する行事。 
12月 ７・８日 大根焚き＜大報恩寺＞  

13～30日 空也踊躍念仏（かくれ念

仏）＜六波羅蜜寺＞ 
 

31日 除夜の鐘＜各寺院＞  
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第５章 重点区域における良好な景観の形成に関する施策との連携 

 

１ 重点区域における都市計画との連携 

  高度地区 

住環境の保全，自然環境や歴史的環境との調和，均整の取れた市街地景観の形成に

よる京都の風土にふさわしい都市美の育成等を目的として，市街地の大半に高度地区

を指定し，建築物の高さの最高限度等を都市計画で定めている。重点区域内では，全

域に高度地区を指定している。 
建築物の高さの最高限度については，１０ｍから３１ｍまで６段階で定めており，

三方の山々との調和を図る低層の市街地においては１０ｍ，京町家との調和を図る市

街地においては，京町家の町並みと違和感の少ない高さである１５ｍ，商業・業務の

中心地区である都心部の幹線道路沿道においては３１ｍというように，それぞれの地

域の特性や土地利用等を勘案したものにしている。 
特に歴史的市街地地区内の職住共存地区は，京町家の町並みが多く残り，その中で

は伝統的な暮らしや生業が営まれ，祇園祭をはじめとする伝統文化が継承されてい

る。こういった京都らしいヒューマンスケールの都市空間の良さを継承するため，高

さを１５ｍとしている。 
 

  景観地区（美観地区及び美観形成地区） 

京町家や近代洋風建築が残り歴史的風情を湛える地域，世界遺産をはじめとする歴

史的資産及びその周辺地域，伝統産業の集積により特徴的な町並みが広がる地域など

の良好な景観の維持向上を目的に美観地区を指定している。重点区域内では，風致地

区を除くほぼ全域を美観地区に指定している。 
また，美観地区のように良好な景観が既に形成されている地区以外で，美観地区に

接する幹線道路沿道や優れた眺望景観の視点場のある通りなどを美観形成地区に指

定し，新たに良好な市街地の景観の創出を図っている。重点区域内では，河原町通，

御所から以西及び以北の丸太町通・今出川通・烏丸通や千本通等の幹線道路沿道を美

観形成地区に指定している。 
美観地区及び美観形成地区は，景観法に基づく景観地区として定めている。美観地

区には６つの地区類型，美観形成地区には２つの地区類型を定め，それぞれについて

地区の特性に合った「建築物等のデザイン基準」を都市計画で定めている。 
このデザイン基準は，すべての地区に共通するデザイン基準（以下「共通基準」と

いう。）と地区ごとのデザイン基準（以下「地区別基準」という。）から成り立ってい

る。 
共通基準では，屋根の色彩，塔屋等の高さ，主要な外壁に使用しない色彩（禁止色），

バルコニーの形状，建築設備の修景措置に係る基準などを定めている。また，地区別

基準では，建築物の規模により低層，中層，高層に分類し，地域特性に応じ，それぞ 

第５章 重点区域における良好な景観の形成に関する施策との連携 

 

１ 重点区域における都市計画との連携 

  高度地区 

住環境の保全，自然環境や歴史的環境との調和，均整の取れた市街地景観の形成に

よる京都の風土にふさわしい都市美の育成等を目的として，市街地の大半に高度地区

を指定し，建築物の高さの最高限度等を都市計画で定めている。重点区域内では，全

域に高度地区を指定している。 
建築物の高さの最高限度については，１０ｍから３１ｍまで６段階で定めており，

三方の山々との調和を図る低層の市街地においては１０ｍ，京町家との調和を図る市

街地においては，京町家の町並みと違和感の少ない高さである１５ｍ，商業・業務の

中心地区である都心部の幹線道路沿道においては３１ｍというように，それぞれの地

域の特性や土地利用等を勘案したものにしている。 
特に歴史的市街地地区内の職住共存地区は，京町家の町並みが多く残り，その中で

は伝統的な暮らしや生業が営まれ，祇園祭をはじめとする伝統文化が継承されてい

る。こういった京都らしいヒューマンスケールの都市空間の良さを継承するため，高

さを１５ｍとしている。 
 

  景観地区（美観地区及び美観形成地区） 

京町家や近代洋風建築が残り歴史的風情を湛える地域，世界遺産をはじめとする歴

史的資産及びその周辺地域，伝統産業の集積により特徴的な町並みが広がる地域など

の良好な景観の維持向上を目的に美観地区を指定している。重点区域内では，ほぼ全

域を美観地区に指定している。 
また，美観地区のように良好な景観が既に形成されている地区以外で，美観地区に

接する幹線道路沿道や優れた眺望景観の視点場のある通りなどを美観形成地区に指

定し，新たに良好な市街地の景観の創出を図っている。重点区域内では，河原町通，

御所から以西及び以北の丸太町通・今出川通・烏丸通や千本通等の幹線道路沿道を美

観形成地区に指定している。 
美観地区及び美観形成地区は，景観法に基づく景観地区として定めている。美観地

区には６つの地区類型，美観形成地区には２つの地区類型を定め，それぞれについて

地区の特性に合った「建築物等のデザイン基準」を都市計画で定めている。 
このデザイン基準は，すべての地区に共通するデザイン基準（以下「共通基準」と

いう。）と地区ごとのデザイン基準（以下「地区別基準」という。）から成り立ってい

る。 
共通基準では，屋根の色彩，塔屋等の高さ，主要な外壁に使用しない色彩（禁止色），

バルコニーの形状，建築設備の修景措置に係る基準などを定めている。また，地区別

基準では，建築物の規模により低層，中層，高層に分類し，地域特性に応じ，それぞ 
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  風致地区 

都市の自然景観を維持することによって都市全体の美しさを保全し，合わせて良好

な生活環境を保持していくことを目的として，重点区域内では，東山の麓に位置する

永観堂から南禅寺一帯や岡崎公園周辺，鴨川流域，船岡山や吉田山周辺，相国寺周辺

等に風致地区を指定している。 
 

（京都市風致地区条例） 

第３章「２歴史的風致の維持向上に関するこれまでの取組」で述べているように，

本市では，昭和５年に風致地区を指定，昭和４５年に京都市風致地区条例を制定した。 
風致地区における建物及び工作物の形態意匠に関する共通の基準（外壁や屋根等の

デザイン基準）を風致地区条例施行規則で定めている。また，周辺の住環境や緑地の

ボリューム等の地区の特性に応じ，第１種地域から第５種地域までの種別に分類し，

種別に応じた建物等の高さや建ぺい率の上限，敷地内の緑地の割合の下限等を定めて

いる。 
風致地区内で建物の新築や土地の形質の変更，木竹の伐採等の現状変更行為を行う

場合には，あらかじめ市長の許可を受ける必要がある。 
 

種別 特徴 

第１種地域 山林又は渓谷が重要な要素となって，特に優れた自然的景観を有する地域 
第２種地域 樹林地，池沼又は田園が重要な要素となって，優れた自然的景観を有する地域 
第３種地域 趣のある建物等が重要な要素となって，優れた自然的景観を有する地域 
第４種地域 趣のある建物等が重要な要素となって，良好な自然的景観を有する地域 
第５種地域 趣のある建物等が重要な要素となって，自然的景観を有する地域 
建物等の形態意匠に関する共通基準（抜粋） 

建物の屋根及び軒に関するもの 
・ こう配を有する屋根で建築物がすべて覆われていること。 
・ その他，屋根の形態，材料，色彩，軒の長さ等に関する基準。 
建物の外壁に関するもの 
・ 外壁の表面の材料，色彩，３階の外壁の後退距離等に関する基準。 
その他，工作物に関する基準等 

 

  風致地区 

都市の自然景観を維持することによって都市全体の美しさを保全し，合わせて良好
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デザイン基準）を風致地区条例施行規則で定めている。また，周辺の住環境や緑地の

ボリューム等の地区の特性に応じ，第１種地域から第５種地域までの種別に分類し，

種別に応じた建物等の高さや建ぺい率の上限，敷地内の緑地の割合の下限等を定めて

いる。 
風致地区内で建物の新築や土地の形質の変更，木竹の伐採等の現状変更行為を行う

場合には，あらかじめ市長の許可を受ける必要がある。 
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第１種地域 山林又は渓谷が重要な要素となって，特に優れた自然的景観を有する地域 
第２種地域 樹林地，池沼又は田園が重要な要素となって，優れた自然的景観を有する地域 
第３種地域 趣のある建物等が重要な要素となって，優れた自然的景観を有する地域 
第４種地域 趣のある建物等が重要な要素となって，良好な自然的景観を有する地域 
第５種地域 趣のある建物等が重要な要素となって，自然的景観を有する地域 
建物等の形態意匠に関する共通基準（抜粋） 

建物の屋根及び軒に関するもの 
・ こう配を有する屋根で建築物がすべて覆われていること。 
・ その他，屋根の形態，材料，色彩，軒の長さ等に関する基準。 
建物の外壁に関するもの 
・ 外壁の表面の材料，色彩，３階の外壁の後退距離等に関する基準。 
その他，工作物に関する基準等 
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図 5-1 高度地区指定（概要）図と重点区域 

 

 
図 5-1 高度地区指定（概要）図と重点区域 

 

重点区域拡大（案） 
高度規制図 
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図 5-2 景観地区，建造物修景地区，風致地区と重点区域 

 

 

図 5-2 景観地区，建造物修景地区，風致地区と重点区域 

 

重点区域拡大（案） 
景観規制図 
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図 5-3 景観計画区域図（区域区分図）と重点区域 

 

 

 

 

図 5-3 景観計画区域図（区域区分図）と重点区域 

 

重点区域拡大（案） 
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３ 古都保存行政との連携 

（古都における歴史的風土の保存に関する特別措置法（古都保存法）） 

京都の三方の山並みやその山裾等の地域で歴史的に意義が高く景観上も重要な地域

は歴史的風土保存区域に指定されており，その中でも特に重要な地域を歴史的風土特別

保存地区に指定している。（前頁の図５－３『景観計画区域図（区域区分図）と重点区

域』に区域を示している。）重点区域内では，歴史的風土保存区域として東山の南禅寺

周辺に歴史的風土保存地区，歴史的風土特別保存地区を指定している。 

歴史的風土保存区域では，それぞれの区域の特性に応じた歴史的風土保存計画が定め

られている。 

これらの区域は歴史上意義を有する建造物，史跡等が恵まれた自然環境と一体をなし

た特色ある歴史的風土を形成しており，第３章で述べているように，市街地における歴

史的風致と密接に関わるものである。 

歴史的風土保存区域では，建物等の新築や宅地の造成，木竹の伐採等の現状変更行為

については，あらかじめ市長への届出が必要であり，歴史的風土保存計画に反する行為

を制限している。 
  歴史的風土特別保存地区では，優れた歴史的風土を保存するため，通常の維持管理行

為以外の現状変更行為を厳しく規制しており，行為を行う際はあらかじめ市長の許可を

受ける必要がある。また，この規制は大変厳しいため，土地利用に著しい支障をきたす

場合には，土地所有者は，その土地を京都市に買い入れるよう求めることができる。 

  本市では，約２６４．７ha（平成２２年度末現在）の歴史的風土特別保存地区の土地

を買い入れている（寄付受納地を含む。）。これらの買入地について適切な維持管理を行

うとともに，その一部においては，市民や観光客が歴史的風土に親しむことができるよ

う施設整備を行い，歴史的風土の保存・活用に努めている。  

 

３ 古都保存行政との連携 

（古都における歴史的風土の保存に関する特別措置法（古都保存法）） 

重点区域の周辺における京都の三方の山並みやその山裾等の地域で歴史的に意義が

高く景観上も重要な地域は歴史的風土保存区域に指定されており，その中でも特に重要

な地域を歴史的風土特別保存地区に指定している。（前頁の図５－３『景観計画区域図

（区域区分図）と重点区域』に区域を示している。） 

 

また，それぞれの歴史的風土保存区域の特性に応じた歴史的風土保存計画が定められ

ている。 

これらの区域は歴史上意義を有する建造物，史跡等が恵まれた自然環境と一体をなし

た特色ある歴史的風土を形成しており，第３章で述べているように，市街地における歴

史的風致と密接に関わるものである。 

歴史的風土保存区域では，建物等の新築や宅地の造成，木竹の伐採等の現状変更行為

については，あらかじめ市長への届出が必要であり，歴史的風土保存計画に反する行為

を制限している。 
  歴史的風土特別保存地区では，優れた歴史的風土を保存するため，通常の維持管理行

為以外の現状変更行為を厳しく規制しており，行為を行う際はあらかじめ市長の許可を

受ける必要がある。また，この規制は大変厳しいため，土地利用に著しい支障をきたす

場合には，土地所有者は，その土地を京都市に買い入れるよう求めることができる。 

  本市では，約２６４．７ha（平成２０年度末現在）の歴史的風土特別保存地区の土地

を買い入れている（寄付受納地を含む。）。これらの買入地について適切な維持管理を行

うとともに，その一部においては，市民や観光客が歴史的風土に親しむことができるよ

う施設整備を行い，歴史的風土の保存・活用に努めている。  
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図 5-4 眺望景観保全地域指定（概要）図と重点区域 

  

 

図 5-4 眺望景観保全地域指定（概要）図と重点区域 

 

重点区域拡大（案） 
眺望規制図 
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図 5-5 屋外広告物規制区域等指定（概要）図と重点区域 

 

 

 

図 5-5 屋外広告物規制区域等指定（概要）図と重点区域 

 

重点区域拡大（案）

広告規制図 
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所有し，同建物を保存管理するとともに，建物を活用した様々な活動を行ってい

る。この他，町家をはじめとする伝統的木造建築を手掛ける職人の団体として，京

町家作事組がある。 
   

２ 重点区域に関する事項 

  文化財の保存・活用の現況と今後の具体的な計画 

京都市が所管する二条城は，多数の国指定文化財を擁し，世界遺産「古都京都の

文化財」の遺産を構成しており，重点区域の核となるものである。このため，京都

市では，平成１８年度から２２年度において，二条城の建造物の破損状況や耐震強

度等の調査を実施し，修理の基本計画を策定した。平成２３年度より，学識委員の

指導のもと，本格的修理に着手する。この一環として，２０年度において，文化財

建造物の修理技師を２名増員し，維持管理及び保存修理の体制を整備している。 
二条城をはじめ重点区域内の文化財建造物の多くは伝統的な技術が用いられて

おり，それら技術の継承を図っていくことが必要である。このため，京都市文化財

建造物保存技術研修センターを拠点として，各種団体と連携することにより，檜皮

葺をはじめとした屋根葺，畳製作，建具製作，漆塗り等の保存技術について職人の

技能研修を行い，文化財保存技術の継承に努めていく。 
重点区域内における代表的かつシンボル的な無形文化として，祇園祭があげられ

る。祇園祭の保存，継承のため，国庫補助事業として山鉾などの保存，修理を行う

他，京都府や関係機関とともに，祭礼の執行に対する助成を行い，その保存，継承

を図っていく。 
また, 祇園祭は「京都祇園祭りの山鉾行事」として平成２１年９月にユネスコ（国
際連合教育科学文化機関）の「無形文化遺産の保護に関する条約」に基づく無形文

化遺産の登録（「人類の無形文化遺産の代表的な一覧表」に記載）が決定されたこ

とをうけて，平成２１年度には市民的な機運を高めることを目的として，「祇園祭」

や無形文化遺産に関するフォーラムや講演会等を実施する【「祇園祭」世界無形文

化遺産登録準備事業】（平成２０年～）。 
重点区域内には多くの各種指定文化財が存在するが，これら文化財の今後の保

存・活用に関しては，文化財保護法をはじめ，京都市景観計画，京都市市街地景観

整備条例等の関係法令に基づいて適切に対応を図りながら，積極的に推し進めてい

く。 
また，平成２１年度より，国庫補助事業として，「京都岡崎の文化的景観」の調

査検討事業に着手している。 
 

  文化財の修理に関する具体的な計画 

 

所有し，同建物を保存管理するとともに，建物を活用した様々な活動を行ってい

る。この他，町家をはじめとする伝統的木造建築を手掛ける職人の団体として，京

町家作事組がある。 
   

２ 重点区域に関する事項 

  文化財の保存・活用の現況と今後の具体的な計画 

京都市が所管する二条城は，多数の国指定文化財を擁し，世界遺産「古都京都の

文化財」の遺産を構成しており，重点区域の核となるものである。このため，京都

市では，現在，破損・耐震調査（平成１８～２２年度）に着手しており，この調査

成果を踏まえて修理の基本計画を決定し，継続的に保存修理を行う計画である。こ

の一環として，２０年度において，文化財建造物の修理技師を２名増員し，維持管

理及び保存修理の体制を整備している。 
二条城をはじめ重点区域内の文化財建造物の多くは伝統的な技術が用いられて

おり，それら技術の継承を図っていくことが必要である。このため，京都市文化財

建造物保存技術研修センターを拠点として，各種団体と連携することにより，檜皮

葺をはじめとした屋根葺，畳製作，建具製作，漆塗り等の保存技術について職人の

技能研修を行い，文化財保存技術の継承に努めていく。 
重点区域内における代表的かつシンボル的な無形文化として，祇園祭があげられ

る。祇園祭の保存，継承のため，国庫補助事業として山鉾などの保存，修理を行う

他，京都府や関係機関とともに，祭礼の執行に対する助成を行い，その保存，継承

を図っていく。 
また, 祇園祭は「京都祇園祭りの山鉾行事」として平成２１年９月にユネスコ（国

際連合教育科学文化機関）の「無形文化遺産の保護に関する条約」に基づく無形文

化遺産の登録（「人類の無形文化遺産の代表的な一覧表」に記載）が決定されたこ

とをうけて，平成２１年度には市民的な機運を高めることを目的として，「祇園祭」

や無形文化遺産に関するフォーラムや講演会等を実施する【「祇園祭」世界無形文

化遺産登録準備事業】（平成２０年～）。 
重点区域内には多くの各種指定文化財が存在するが，これら文化財の今後の保

存・活用に関しては，文化財保護法をはじめ，京都市景観計画，京都市市街地景観

整備条例等の関係法令に基づいて適切に対応を図りながら，積極的に推し進めてい

く。 
 
 
 

  文化財の修理に関する具体的な計画 
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重要文化財建造物等の保存・活用のための基本方策 

重点区域内には，数多くの重要文化財建造物等が存在するが，重要文化財及びそ

の他の文化財については今後とも積極的に整備し，保存・活用を図っていく方針で

あるが，この事業を進めるにあたっては，文化財保護法をはじめとする関係法令を

遵守するとともに，関係機関，有識者等の指導の基に，訪れた人々が，地域ごとに

特色のある多様な歴史的風致を感じ取れるように心がける。 
その中でも代表的なものと，その他の重点区域で核となる重要文化財建造物等の

保存・活用のための基本方策を次のとおりとする。 
 

●伝統的建造物群保存地区 

京都市内には 4 地区が重要伝統的建造物群保存地区に選定されており，このう
ち，産寧坂地区，祇園新橋地区，上賀茂地区の３地区が重点地域内に位置する。重

要伝統的建造物群保存地区では，伝統的建造物群を維持していると認められる建造

物その他の工作物を伝統的建造物に定め，伝統的建造物群と一体を成す環境を保存

するために特に必要と認められるものを環境物件として定めている。 
伝統的建造物及び環境物件については，主としてその外観を維持するため復原的

な修理を行う。伝統的建造物以外の建築物等については，保存計画に定められた基

準に従って，周囲の伝統的建造物の特性と調和するよう修景を進めていく。その他，

当地区の保存のため必要な施設及び設備並びに電線共同溝の整備や架空線整理，電

柱・共用照明柱等の美装化など無電柱化等事業を推進していく。 
環境の整備を行うとともに地区の保存のため必要と認められるときは，建造物等

及び環境物件の修理，修景等に要する経費の一部について，補助金交付規則により

補助している。【伝統的建造物群保存事業（支援事業：国宝重要文化財等整備費補

助金，文化庁）】（昭和 51～） 
なお，地区内の建造物の新築等には市長の許可が必要である。 
 

●二条城二之丸御殿他構造及び破損調査工事事業，二条城二之丸御殿障壁画等保存

修理事業 

京都市では，平成１８年度から２２年度において，二条城の建造物の破損状況や

耐震強度等の調査を実施し，修理の基本計画を策定した。平成２３年度～２５年に

おいて，唐門，築地の修理を実施する。以降，二之丸御殿等の本格的修理の実施を

予定している。 
二条城には，重要文化財（美術工芸品）である二之丸御殿障壁画（９５４面）が

残っている。これらについては，模写を行い，嵌め換え作業を順次進めている。模

写作業の終了した障壁画は，城内に設置された収蔵庫に収蔵し，一般にも公開して 

重要文化財建造物等の保存・活用のための基本方策 

重点区域内には，数多くの重要文化財建造物等が存在するが，重要文化財及びそ

の他の文化財については今後とも積極的に整備し，保存・活用を図っていく方針で

あるが，この事業を進めるにあたっては，文化財保護法をはじめとする関係法令を

遵守するとともに，関係機関，有識者等の指導の基に，訪れた人々が，地域ごとに

特色のある多様な歴史的風致を感じ取れるように心がける。 
その中でも代表的なものと，その他の重点区域で核となる重要文化財建造物等の

保存・活用のための基本方策を次のとおりとする。 
 

●伝統的建造物群保存地区 

京都市内には 4 地区が重要伝統的建造物群保存地区に選定されており，このう
ち，産寧坂地区，祇園新橋地区，上賀茂地区の３地区が重点地域内に位置する。重

要伝統的建造物群保存地区では，伝統的建造物群を維持していると認められる建造

物その他の工作物を伝統的建造物に定め，伝統的建造物群と一体を成す環境を保存

するために特に必要と認められるものを環境物件として定めている。 
伝統的建造物及び環境物件については，主としてその外観を維持するため復原的

な修理を行う。伝統的建造物以外の建築物等については，保存計画に定められた基

準に従って，周囲の伝統的建造物の特性と調和するよう修景を進めていく。その他，

当地区の保存のため必要な施設及び設備並びに電線共同溝の整備や架空線整理，電

柱・共用照明柱等の美装化など無電柱化等事業を推進していく。 
環境の整備を行うとともに地区の保存のため必要と認められるときは，建造物等

及び環境物件の修理，修景等に要する経費の一部について，補助金交付規則により

補助している。【伝統的建造物群保存事業（支援事業：国宝重要文化財等整備費補

助金，文化庁）】（昭和 51～） 
なお，地区内の建造物の新築等には市長の許可が必要である。 
 

●二条城二之丸御殿他構造及び破損調査工事事業，二条城二之丸御殿障壁画等保存

修理事業 

京都市では，平成１８年度から２２年度において，二条城の建造物の破損状況や

耐震強度等の調査を実施しており，調査の成果に基づいて，修理の基本計画を決定

し，学識委員の指導の基，本格的修理に着手する予定である。（平成１８～２２年） 
 
二条城には，重要文化財（美術工芸品）である二之丸御殿障壁画（９５４面）が

残っている。これらについては，模写を行い，嵌め換え作業を順次進めている。模

写作業の終了した障壁画は，城内に設置された収蔵庫に収蔵し，一般にも公開して 
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図 6-1 京都市遺跡地図 

 

 
図 6-1 京都市遺跡地図 

 

重点区域拡大（案） 
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  観光案内標識の充実整備 

観光案内標識等の設置及び整備により歴史的風致の周辺環境の整備が進み，文化

財や歴史的な町並みを核にこれらの回遊性を向上させることはもとより，歩いて楽

しいまちづくりの推進や京都を訪れる人々が京都の歴史的資源への理解を深める

ことに寄与する。 
ア 観光案内標識整備 

事業名 事業期間 備考（国の支援事業等について）

観光案内標識の整備 S30 年代～ 市単独事業 

H16 は緊急地域雇用創出特別交

付金事業（厚生労働省）で４箇

国語表記化 

（事業主体）京都市 
（事業区域）市域全体 
（事業内容） 
国内外からの観光客の利便性の向上を図り，受け入れ環

境の充実を行うため，地図に寺院・神社等の位置を示した

観光案内図板，方向を示した案内標識，見所等の説明を記

載した名所説明立札の維持管理及び整備を行う。 
（歴史的風致の維持及び向上に寄与する理由） 
昭和３０年代前半に名所説明立札の設置を開始して以

降，現在までに案内標識，観光案内図板，現在地表示板を

設置し，観光客の利便性に寄与してきた。これらの４箇国

語表記を実現することにより，国外から訪れる人々の利便

性の向上につながるとともに，これらの人々が京都の歴史

的風致に触れ，理解を深めてもらう機会が創出され，文化

芸術を活かしたまちづくりが推進される。 
 

事業名 事業期間 備考（国の支援事業等について）

観光案内標識アップグレード

推進事業 

H23～H27 市単独事業 

（事業主体）京都市 
（事業区域）市域全体 
（事業内容） 
「京都市観光案内標識アップグレード指針」に基づき，平成２３年度から平

成２７年度の５箇年計画で，市内の観光エリアの中から優先度の高いエリアを

抽出し，観光案内標識の整備を重点的に進める。また，モデル地域「①中心市 

  観光案内標識の充実整備 

観光案内，標識等の設置及び整備により歴史的風致の周辺環境の整備が進み，文

化財や歴史的な町並みを核にこれらの回遊性を向上させることはもとより，歩いて

楽しいまちづくりの推進や京都を訪れる人々が京都の歴史的資源への理解を深め

ることに寄与する。 
ア 観光案内標識整備 

事業名 事業期間 備考（国の支援事業等について）

観光案内標識の整備 S30 年代～ 市単独事業 

H16 は緊急地域雇用創出特別交

付金事業（厚生労働省）で４箇

国語表記化 

（事業主体）京都市 
（事業区域）市域全体 
（事業内容） 
国内外からの観光客の利便性の向上を図り，受け入れ環

境の充実を行うため，地図に寺院・神社等の位置を示した

観光案内図板，方向を示した案内標識，見所等の説明を記

載した名所説明立札の４箇国語表記化及び維持管理を行

う。 
（歴史的風致の維持及び向上に寄与する理由） 
昭和３０年代前半に名所説明立札の設置を開始して以

降，現在までに案内標識，観光案内図板，現在地表示板を

設置し，観光客の利便性に寄与してきた。これらの４箇国

語表記を実現することにより，国外から訪れる人々の利便

性の向上につながるとともに，これらの人々が京都の歴史

的風致に触れ，理解を深めてもらう機会が創出され，文化芸術を活かしたまち

づくりが推進される。 
 

写真7-5 観光案内標識

写真7-5 観光案内標識
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新(P312) 旧(P301) 

街地：御池通，烏丸通，四条通，新京極通に囲まれたエリア，②周辺観光地：

南禅寺エリア」の整備を図る。 
（歴史的風致の維持及び向上に寄与する理由） 
京都市では，市内全域に観光案内標識を整備しているが，デザイン，表記内

容の不統一や京都の町並みとの不調和，観光案内標識の不足などの問題があ

る。快適な受入環境の整備のため，観光案内標識を整備する際の考え方を示す

「観光案内標識アップグレード指針」に基づき整備を進めることで，歴史都

市・京都にふさわしい風情や品格のあるまちづくりや，人が主役の歩いて楽し

いまちづくりが推進される。 
イ ぐるり界わい・観光案内標識ネットワーク化 

事業名 事業期間 備考（国の支援事業等について）

ぐるり界わい・観光案内標識ネ

ットワーク化 

H20～H22 市単独事業 

（事業主体）京都市 
（事業区域）東山区を除く市域全体 
（事業内容） 
歩いて楽しむ観光客の視点に立ち，駅やバス停と観光地，又は観光地相互を

わかりやすく案内するため，観光案内標識（観光案内図板，案内標識，駒札）

を充実させる。 
事業は区単位で行い，各区ごとに「観光案内標識ネットワーク化検討会議」

を開催し，整備内容を決定し整備を行っていく。平成２０年度から２２年度の

３年間の間に，東山区を除く全１０区で実施した。 
（歴史的風致の維持及び向上に寄与する理由） 
既存の案内標識は，駅やバス停など公共交通機関への案内が不十分であると

ともに，それぞれが点として単独で存在しているため，観光地相互の誘導がで

きていなかった。各エリアを面として捉えた「観光案内標識のネットワーク化」

を進め，市内の回遊性の向上を図ることにより，文化芸術を活かしたまちづく

りが推進される。 
 
ウ 観光案内標識のネットワーク化の推進 

事業名 事業期間 備考（国の支援事業等について）

観光案内標識のネットワーク

化の推進（東山区） 

H18～ H18 は国土施策創発調査費（国土

交通省） 

H19 以降は東山３Ｋ協力金会議

等の財源を活用 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ ぐるり界わい・観光案内標識ネットワーク化 

事業名 事業期間 備考（国の支援事業等について）

ぐるり界わい・観光案内標識ネ

ットワーク化 

H20～H22 市単独事業 

（事業主体）京都市 
（事業区域）東山区を除く市域全体 
（事業内容） 
歩いて楽しむ観光客の視点に立ち，駅やバス停と観光地，又は観光地相互を

わかりやすく案内するため，観光案内標識（観光案内図板，案内標識，駒札）

を充実させる。 
事業は区単位で行い，各区ごとに「観光案内標識ネットワーク化検討会議」

を開催し，整備内容を決定し整備を行っていく。平成２０年度から２２年度の

３年間の間に，東山区を除く全１０区で実施を予定している。 
（歴史的風致の維持及び向上に寄与する理由） 
既存の案内標識は，駅やバス停など公共交通機関への案内が不十分であると

ともに，それぞれが点として単独で存在しているため，観光地相互の誘導がで

きていなかった。各エリアを面として捉えた「観光案内標識のネットワーク化」

を進め，市内の回遊性の向上を図ることにより，文化芸術を活かしたまちづく

りが推進される。 
 

ウ 観光案内標識のネットワーク化の推進 

事業名 事業期間 備考（国の支援事業等について）

観光案内標識のネットワーク

化の推進（東山区） 

H18～ H18 は国土施策創発調査費（国土

交通省） 

H19 以降は東山３Ｋ協力金会議

等の財源を活用 
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新(P324) 旧(P311-312) 

（事業区域）国指定史跡・岩倉具視幽棲旧宅（主屋，附属屋他） 
（事業内容） 

国庫補助事業として,京都市が管理団体となっている国指定史跡・岩倉具視幽
棲旧宅の保存修理事業を行う。主屋・付属屋の

半解体修理（平成２１～２２年度），便所・表

門，中門等の解体修理（平成２１～２３年度）

を実施する。合わせて南側土塀の修理も行う。 
（歴史的風致の維持及び向上に寄与する理由） 
岩倉具視幽棲旧宅は，岩倉地区の文化，観光

の資源の核となっている。よってその修理事業

は，京都市として重要な文化財の保存・活用を

図るとともに，岩倉地域の観光や景観保全にも寄与し，歴史的建造物を守り育

て，活かしたまちづくりが推進される。 
 

事業名 事業期間 備考（国の支援事業等について）

名勝無鄰庵庭園の整備 H23～ 市単独事業 

（事業主体）京都市 

（事業区域）国指定名勝・無鄰庵庭園 

（事業内容） 

無鄰庵は本市の貴重な文化財であり，保存と

利活用の観点から必要な施設整備と効果的な

運営を進める必要がある。平成１９年度から

「名勝無鄰庵庭園整備検討委員会」を開催して

保存管理計画等について議論を進め，平成２３

年３月に開催した第４回検討委員会において

一定の方向性を定めた。 
今後，中長期的な整備に向けた対応策を検討

していく。 
 

（歴史的風致の維持及び向上に寄与する理由） 

無鄰庵は琵琶湖疏水の水を利用し，七代目小川治兵衛の作庭による広大な庭

園を持つ邸宅として知られ，現在は京都市の施設として公開している。周辺に

は，同じく七代目小川治兵衛による庭園が集積し，固有の景観を形成している。

当該施設の整備を図ることにより，歴史的建造物を守り育て，活かしたまちづ

くりが推進される。 
 

（事業区域）国指定史跡・岩倉具視幽棲旧宅（主屋，附属屋他） 
（事業内容） 

国庫補助事業として,京都市が管理団体とな
っている国指定史跡・岩倉具視幽棲旧宅の保存

修理事業を行う。主屋・付属屋の半解体修理（平

成２１～２２年度），便所・表門，中門等の解体

修理（平成２１～２３年度）を実施する。合わ

せて南側土塀の修理も行う。 
（歴史的風致の維持及び向上に寄与する理由） 
岩倉具視幽棲旧宅は，岩倉地区の文化，観光の資源の核となっている。よっ

てその修理事業は，京都市として重要な文化財の保存・活用を図るとともに，

岩倉地域の観光や景観保全にも寄与し，歴史的建造物を守り育て，活かしたま

ちづくりが推進される。 
 

写真 7-14-1 岩倉具視幽棲旧宅

 

写真 7-14-2 名勝無鄰庵庭園 

写真 7-14 岩倉具視幽棲旧宅 

写真 7-14 岩倉具視幽棲旧宅 
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新(P343) 旧 

シ 未指定文化財庭園の調査 

事業名  事業期間 備考（国の支援事業等について）

大学との連携による未指定文

化財庭園の調査 

H22～H24 市単独事業 

（事業主体） 京都市 

（事業区域） 市域全域 

（事業内容） 

生活環境の急激な変化により消滅していく危機に瀕する民家などの庭につ

いて，市内の大学と連携して調査を行い，京都の歴史や文化等を理解するうえ

で重要なものを，市指定や登録文化財等として保護していく。 
（歴史的風致の維持及び向上に寄与する理由） 

民家などの庭は，歴史的建造物を構成する要素として重要であり，規模が大

きいものになると，良好な市街地環境の形成に大きく寄与している。これらの

実態を調査し，必要な保護を行うことで，歴史的建造物を守り育て，活かした

まちづくりが推進される。 
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新(P347) 旧(P333) 

  まちの活性化，魅力の発信事業 

ア 職住共存地区整備推進事業 

事業名 事業期間 備考（国の支援事業等について）

職住共存地区整備推進事業 H10～H22 市単独事業 

（事業主体）京都市 

（事業区域）職住共存地区 

事業名 事業期間 備考（国の支援事業等について）

まちづくりに係る調査・企画・支

援事業 

H23～ 市単独事業 

（事業主体）京都市 

（事業区域）市域全体 

（事業内容） 

平成 10年から行ってきた職住共存地

区整備推進事業では，都心再生の先導

地区として位置付けた職住共存地区に

おいて，地域協働型地区計画を活用し

た取組を展開してきた。これまでに，

修徳学区，本能学区，明倫学区，有隣

学区において地域協働型地区計画を策

定している。 
平成 22 年度で職住共存地区整備推進

事業は終了し，この取組を市域全体へと

展開するため，「地域協働型地区計画」等

を活用し，住民・企業・行政のパートナ

ーシップにより，個性ある地域まちづくりへの支援を推進する。 
また，職住共存地区等のすでに地区計画を策定している地区については，その実

現化に向けて検討等の支援を継続する。 
（歴史的風致の維持及び向上に寄与する理由） 

京都では，職住共存地区をはじめとした多くの地域で，昔から住民自治の伝

統があり，地域による活発な自治活動が行われ，また，それぞれの地域で歴史

的建造物や伝統行事，景観，生活文化等，個性あふれる資源が培われてきた。   
そういった地域において，地域住民等との協働により「地域協働型地区計画」

等を活用したまちのビジョンづくりを行うことで，地域の歴史，まちなみ，生

活文化等への意識が高まり，歴史都市・京都に相応しい地域力によるまちづく

りが推進される。 
 

  まちの活性化，魅力の発信事業 

ア 職住共存地区整備推進事業 

事業名 事業期間 備考（国の支援事業等について）

職住共存地区整備推進事業 H10～ 市単独事業 

（事業主体）京都市 

（事業区域）職住共存地区 

（事業内容） 

職住共存地区において，住民・企業・

行政のパートナーシップにより，「地域

協働型地区計画」を活用し，個性ある

地域まちづくりを推進する。 
これまでに，修徳学区，本能学区，

明倫学区において地域協働型地区計画

を策定し，現在，有隣学区において策

定に向けた取り組みを進めている。今

後も，学区単位を基本として，地域ご

との計画の策定を推進すると共に，す

でに策定している地区については,その
実現化に向けて検討を進める。 
（歴史的風致の維持及び向上に寄与する理由） 

職住共存地区は，職住共存の形態を維持しながら，京都の都市活力を中心と

なって支えてきた地区であり，文化資源や歴史に根ざした独特のまちなみや生

活文化が残ってきた地区である。しかし,近年和装産業など本市の活力を支え
てきた産業活力低下や，町家の減少と高層マンションの増加によるまちなみ景

観の変容等が課題となっている。このような地区において，地域住民等との共

同作業により，職と住，新と旧が調和したまちづくりの実現に向けて「地域協

働型地区計画」を活用してまちづくりを行うことで，地区の歴史，まちなみ，

生活文化等への意識が高まり，地域力によるまちづくりが推進される。 
 

 

 

職住共存地区 

 

職住共存地区 
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新(P348) 旧 

イ 岡崎地域活性化の推進 

岡崎地域は，東山を望む

素晴らしい都市景観の中

に琵琶湖疏水をはじめ，美

しい庭園群や文化財，美術

館，博物館などの文化交流

施設が集積した地域であ

り，京都を代表する文化・

交流ゾーンとして年間５

００万人以上の方々が来

訪している。岡崎地域の優

れたポテンシャルの更な

る活用と岡崎地域で展開

されつつある関連施策の

融合による，地域の活性化

の羅針盤となる「岡崎地域

活性化ビジョン」を平成２

３年３月に策定した。この

ビジョンに基づき，琵琶湖

疏水や近代化遺産等の歴

史的建造物の保存・活用に関する取組や岡崎の総合的な魅力を高める保全・創

造の景観・まちづくり等，官民様々な主体による取組を推進していく。 
 

事業名 事業期間 備考（国の支援事業等について）

官民連携エリアマネジメント組

織の運営・事業推進 

H23～ 官民連携社会資本整備等推進費補

助金（都市環境改善支援事業）（国

土交通省） 

（事業主体）京都市，エリアマネジメント組織「京都岡崎魅力づくり推進協議会」， 
      その他（民間施設・事業者等） 

（事業区域）岡崎地域及びその周辺 

（事業内容） 

「岡崎地域活性化ビジョン」を推進するため，地域の施設や団体，事業者，

行政，専門家などで構成するエリアマネジメント組織「京都岡崎魅力づくり推

進協議会」が平成２３年７月に設立された。この協議会による魅力創出事業や

情報発信など，地域全体の魅力向上に向けた様々な取組を行う。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡崎地域活性化の核となる施設の集積エリア 
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新(P349) 旧 

 

事業名 事業期間 備考（国の支援事業等について）

京都会館再整備 H24～H26 市単独事業 

（事業主体）京都市 

（事業区域）京都会館 
（事業内容） 

京都会館は，第４回内国勧業博覧会跡地に整備された文教地区に，昭和３５

年に建設されたもので，日本を代表するモダニズム建築家・前川國男氏による

建築としても知られている。 
しかし，開館後５０年以上が経過し，各設備や舞台機能を含めた施設全体に

老朽化が進むとともに，近年の施設利用者や来場者の利用ニーズにこたえきれ

ていない状況となっている。 
このため，平成２３年６月に再整備基本計画を策定し，既存の建物を活用し

て全面改修を行うことを基本とし，一部，舞台機能や音響面で課題の大きい第

一ホールについてのみ建て替えを行うことで，「岡崎地域活性化ビジョン」に

掲げる文化・交流拠点としての機能強化に取り組んでいく。 
また，評価の高い既存の建物価値を次代に継承し，周辺への景観にも配慮し

たものとなるよう，有識者による「京都会館の建物価値継承に係る検討委員会」

を開催し，岡崎地域の風致・景観の向上に寄与できるよう，再整備を進めてい

く。 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業名 事業期間 備考（国の支援事業等について）

京都市動物園再整備事業 H21～H27 市単独事業 

（事業主体）京都市 

 

 

 

写真 7-24-1 京都会館 写真 7-24-2 京都会館 
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新(P350) 旧 

（事業区域）京都市動物園 

（事業内容） 

京都市動物園は明治３６年に全国で２番目に開園し，市民の寄付金と市債に

より建設された動物園としては最も古い歴史を持ち，今日まで，水と緑豊かな

京都を代表する文化ゾーンである岡崎の地で，子どもから高齢者まで幅広い世

代の方に愛されてきた。 
開園以来１００年以上経過した施設は老朽化が著しく，新しい時代に適した

施設のリニューアルが望まれており，都心部の近くに立地する利便性を活かし

ながら，動物たちの環境を大切につくり，幸福に暮らす動物たちを来園者が間

近でみることができる「近くて楽しい動物園」を目指して，再整備を行う。 
 

（歴史的風致の維持及び向上に寄与する理由） 

岡崎地域は，琵琶湖疏水の開発に始まる京都の近代化を象徴する伝統と進取

の気風あふれる地域であり，琵琶湖疏水とその関連施設群，文教施設群などの

歴史的な施設が集積している。 
岡崎地域に関わる様々な主体の連携により，「岡崎地域活性化ビジョン」を

推進することで，地域力を活用しながら，歴史的な地域資源や建造物を活かし，

風情や品格のある更なる魅力的なまちづくりが推進される。 
中でも，今回再整備を予定している京都会館や京都市動物園は地域の重要な

構成要素の一つとして市民に親しまれている。 
歴史的・文化的価値のある京都会館を可能な限り活かして再整備を図り，後

世に継承するとともに，歴史ある京都市動物園を魅力ある施設として再整備す

ることで，歴史的建造物を守り育て，活かしたまちづくりが推進される。 
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新(P372) 旧(P353) 

史的風致形成建造物指定及び候補一覧 

番号 名称 外観写真 所在地 位置図 

１６ 松居邸 

（旧杉尾家） 

（景観重要建

造物） 

 京都市上京区 

挽木町 529 

 

１７ 大島邸 

（景観重要建

造物，界わい景

観整備地区） 

 京都市伏見区 

京町三町目 

181 

 

１８ 
祇園甲部 

 歌舞練場 

（歴史的景観

保全修景地区，

国登録文化財） 

 京都市東山区 

祇園町南側 

570-2 他 

 

１９ 丹波屋  京都市上京区 

黒門通上長者

町上る榎町 

383 他 

 

２０ キンシ正宗

堀野記念館 

（旧堀野家

本宅） 

 京都市中京区 

堺町通二条上

る亀屋町 172 

他 

 

 

歴史的風致形成建造物指定及び候補一覧 

番号 名称 外観写真 所在地 位置図 

１６ 松居邸 

（旧杉尾家）

（景観重要建

造物） 

 京都市上京区 

挽木町 529 

 

１７ 大島邸 

（景観重要建

造物，界わい景

観整備地区） 

 京都市伏見区 

京町三町目 

181 

 

１８ 
祇園甲部 

 歌舞練場 

（歴史的景観

保全修景地区，

国登録文化財）

 京都市東山区 

祇園町南側 

570-2 他 
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新(P373) 旧 

歴史的風致形成建造物指定及び候補一覧 

番号 名称 外観写真 所在地 位置図 

２１ きんせ旅館  京都市下京区 

西新屋敷太夫

町 79 他 
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京都市歴史的風致維持向上計画の変更（重点区域の拡大等）についての 

主な御意見及び対応について 

 
 京都市歴史的風致維持向上計画の変更（重点区域の拡大等）に関し，これま

で実施した市民意見聴取，文化財保護審議会の意見聴取，美観風致審議会の意

見聴取において出された主な御意見と，それに対する本市の考え方及び計画へ

の反映等は次のとおりです。 
 
１ 市民意見募集 ＜平成２３年７月２６日～８月２２日＞ 

主な御意見 本市の考え方，計画への反映等 
岡崎・吉田の重点区域化は京都の歴

史の重層性や景観が評価されること

になり賛成 

明治以降の近代化を牽引してきた岡

崎・吉田地域の歴史的背景や，現在形

成されている歴史的風致の理念を多く

の皆様に知っていただくとともに，重

点区域として設定することで，近代化

を含む重層的な京都の歴史まちづくり

を推進します。 
岡崎・吉田の重点区域化により補助

金が入ることを期待 
国の支援制度も活用し，近代建築物等

の歴史的な建造物や街路の保全・修景

等の取組を推進することが可能となる

ことから，京都の中でも特徴ある近代

化遺産を活かした歴史まちづくりを推

進します。 
変更についてのメリット，デメリッ

トが不明，規制強化であれば反対 
重点区域の設定により新しく規制が発

生するものではありません。 
 
２ 文化財保護審議会 ＜意見聴取会 平成２３年８月３１日＞ 

主な御意見 本市の考え方，計画への反映等 
拡大エリアを白河（岡崎・吉田）と

表すのは歴史的な地名の変遷にはな

いもの。 

今回は，岡崎・吉田とその周辺地域も

含めて区域設定をしていることから，

白河（岡崎・吉田）という言葉で包括

することとしました。本文中で，白河

（岡崎・吉田）のエリアの定義につい

て追記します。 
岡崎は京を補完する地ではなく，京

の一部としてとらえられてきた地 
「古くから都としての洛中と深いつな

がり」を持った地域として修正します。

②－３ 



京都市内には農村地域の風景など拡

大エリア以外にも保全するべき場所

がある，今後拡大していってほしい。

今回の拡大は，第２段階目の拡大です。

山裾の寺社が多く存在する三山のエリ

アなどについても，まちづくりの機運

の高まり等により，順次拡大していく

予定です。 
 
３ 美観風致審議会 ＜平成２３年１０月２５日＞ 

主な御意見 本市の考え方，計画への反映等 
南禅寺界隈では邸宅の塀と道との間

にできた空間が豊かで，まちの風致

を形成している。また，邸宅群だけ

でなくまちなかにも疏水が流されて

おり，緑と水のまちづくりの先駆的

な事例と言える。このような認識も

持っておくべき。 

御意見の主旨を踏まえ，今後の政策の

中に反映していきます。 

近代の住宅群については，谷川住宅

群のみがクローズアップされている

が，京都大学の関係者等の住宅とし

ては，田辺朔郎住宅や，北白川の住

宅群もある。書き方を考えた方がよ

いのではないか。 

御意見の主旨を踏まえ，谷川住宅群が

「良好な住宅群」の例の一つであるこ

とが分かるように本文を修正します。

計画を変更し，重点区域を拡大する

だけでなく，京都大学等の関係主体

にその事実をきちっと PR していく
べき。 

関係主体と協力しながら歴史まちづく

りを推進します。 

 
 


